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甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）の所在する甲府駅北口一

帯は、中世戦国期の武田信虎・信玄・勝頼親子三代の時代には、榔

燭ヶ崎館（国史跡武田氏館跡）を拠点に開かれた城下の東南端にあ

たり、近世には県指定史跡甲府城の城下となり、追手門に近い位置

にあたることから武家地として土地利用が幕末までなされた地域で

あります。

今回の甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）の発掘調査は、山

梨県北口駐車場建設に伴い、その事前調査として2001（平成13）年

度に行われました。調査の結果、井戸跡、溝状遺構、墓坑などをは

じめ中世から近代に属する遺構・遺物を検出することができました。

中世では16世紀後半の墓坑や溝状遺構などが散在的に分布し、積極

的な土地利用が見られない状況を確認することができました。また、

江戸時代では、武家屋敷の境界と考えられる溝状遺構や井戸など、

甲府勤番支配が配置された１８世紀中葉から幕末までの遺構が中心に

検出され、大量に出土した近世の陶磁器とともに甲府城下町におけ

る生活の実態を解明する上で欠かせない資料を得ることができまし

た。本書に掲載しておりますこれらの調査結果は、学術的価値が非

常に高く、中世城下町に始まり近世・近代都市へと発展したこの地

の歴史的変遷過程の解明にも大いに役立つ資料になることと,思いま

す。

本報告書が多くの方々に研究学習資料としてご活用いただければ

幸甚であります。

末筆ながら、種々ご協力賜りました関係機関各位、地元の方々並

びに直接調査、整理に従事していただいた方々に厚く御礼申し上げ

ます。

2004年３月

Ｖｌｌ

山梨県埋蔵文化財センター

所長渡辺誠
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１．本報告書は、2000年度に実施した山梨県甲府市北口２丁目１１に所在する甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）

の発掘調査報告書である。

２．本調査は、山梨県北口駐車場建設に伴う事前調査であり、山梨県土地開発公社より委託を受け、山梨県埋蔵文化

財センターが調査を実施したものである。

３．発掘調査および出土品の整理は、山梨県埋蔵文化財センターが行い、小林広和、保坂和博、楠間美季江が担当し

た。

４．本報告書の編集および執筆は、保坂和博が担当した。関連科学については、第Ⅳ章自然科学分析をパリノ・サー

ヴェイ株式会社に委託した。

本報告書作成のための主な作業分担は下記のとおりである。

遺 構 写 真 撮 影小林広和、楠間美季江

遺物写真撮 影 清 水 守 、 保 坂 和 博

遺物洗浄真道みゆき、長谷川りん、福島 祥子、保坂信明、山本三重子、渡辺旭光

遺物注記・接合・復元・梶原初美、佐野貢雪、平川涼子、望月厚子

実測・拓本・トレース

遺構トレース 佐野員雪、平川涼子

図版作成保坂和博、佐野員雪、平川涼子

写真図版作成保坂和博

表作成保坂和博、佐野員雪

発掘調査および整理事業において下記の業務を委託した。

樹種･種実同定、動・植物遺存体同定、花粉分析、漆器製作技法：パリノ・サーヴェイ株式会社

基準杭測量：昭和測量株式会社

本報告書にかかる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

本遺跡の発掘調査および報告書作成に関わる組織は下記のとおりである。

調査 主体 山梨県教育委員会

調査機関山梨県 埋蔵文化財センター

調査担当者小林広和、楠間美季江

整理担当者保坂和博（主任文化財主事）

発掘作業員有泉弘巳、石川友子、石川久子、石川正明、今村貞雄、奥山宗石、加藤秀代、神沢正孝、

河野逸広、小林伝三、小林松生、座間昭子、真道みゆき、手塚房子、手塚盛明、長谷川りん、

花形三男、深沢芳邦、福島祥子、保坂信明、宮沢初恵、三枝千穂美、向井袈裟春、守屋敏子、

山本三重子、横山英麿、渡辺旭光

整理作業員基礎整理：真道みゆき、長谷川りん、福島祥子、保坂信明、山本三重子、渡辺旭光

報告書作成：梶原初美、佐野員雪、平川涼子、望月厚子

発掘調査から報告書作成にいたる過程で、下記の諸氏、諸機関から多大なるご教示、ご協力を賜った。記し‐

５．
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例言

発掘調査から報告書作成にいたる過程で、下記の諸氏、諸機関から多大なるご教示、ご協力を賜った。記して謝

意を表す次第である。（順不同・敬称略）

甲府市教育委員会（志村憲一、佐々木満）、パリノ・サーヴェイ株式会社、昭和測量株式会社、清水守

本報告の遺跡名について

当初、本建設事業地内の遺跡名は甲府市における遺跡台帳と照らし合わせて「甲府城下町遺跡」として進めてき

たが、他の周辺遺跡の多くの名称が「甲府城下町遺跡」であり混同を防ぐため、隣接地で埋蔵文化財センターが

調査した日向町遺跡の第２地点として本報告では遺跡名を加筆記載することとした。

９．
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凡例

１．掲載した図面の縮尺は、原則として次のとおりである。

＜遺構＞

遺構全体図：１／250井戸・土坑・ピット：１／4０溝状遺構：１／7０（２．３．４．７号平面・

エレベーシヨン図：１／140）暗渠：１／６０

＜遺物＞

磁器・陶器・妬器・土器：１／３土製品１／３瓦：１／４石製品１／３木製品：１／４

金属製品：１／３（銭貨：２／３）

２．遺物図版中の表記は次のとおりである。

ａ・回転復元実測した陶磁器については、口縁部または底部の中心線と接する箇所を切断して示した。

ｂ、遺物図版中以下のようにスクリーントーンを使用した。

木製品炭化範囲：藤露悪露悪調木製品断面ＮＮＮＮＮ函陶器・土器煤付着範囲：藤蕊蕊蕊詞

木製品漆塗面：騨蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊石製品断面：『ﾌｰﾌｰﾌｰｱＺ土器・土製品・瓦・石製品欠損部：＝

３．遺構図版中の表記は次のとおりである。

ａ、遺構図・全体図などに示した方位は、国土座標による真北である。

ｂ・遺構図の断面脇等にある数値は、標高を示す。

ｃ，遺構図版中の遺物番号は、遺物図版番号・遺物観察表番号と一致している。

ｄ、遺構図版中以下のようなスクリーントーンを使用した。

地山：…藤集中検出地点：厩軍蚕認詞炭化材集中検出地点：I霧蕊蕊議羅鍵蕊繍

喋断面：〃〃〃勿

ｅ遺物分布に使用したドットマークは各図版中に示したとおりである。

４．遺構および遺物写真の縮尺は、統一されていない。

５．推定個体数

陶磁器類の推定個体数は残存した底部破片から算定した「底部換算値」と個体別資料の和である。「底部換算

値」は『内藤町遺跡』（新宿区内藤町遺跡調査会ほか、1992）第Ⅱ分冊第２章第２節に基づいて算定した。

６．遺物一覧表

陶磁器類の分類については、前掲『内藤町遺跡』第Ⅱ分冊及び「南山伏町遺跡』（新宿区南山伏町遺跡調査団、

1997）を基準とした。

７．遺物総破片点数および総重量

遺物総破片点数および総重量については、微小な細片が多い木製品（布製品を含む）および自然遺物（動・植物

遺存体）を除いたデータである。

Ｘ



遺構図

１第１～３号井戸

２第４～６号井戸

３第１．５．６．８号溝状遺構

４第２号溝状遺構

５第３号溝状遺構

６第４号溝状遺構

７第４号溝状遺構遺物分布図（１）

８第４号溝状遺構遺物分布図（２）

９第４号溝状遺構遺物分布図（３）

１０第４号溝状遺構遺物分布図（４）

１１第７ａ．ｂ号溝状遺構

１２第７ａ．ｂ号溝状遺構瓦集中出土地点

１３第９号溝状遺構

１４第１～５号土坑

１５第６号土坑・ピット群

１６第１～３号暗渠

遺物一覧表（石製品）……･…･………･…１５

遺物一覧表（木製品）①．…･……….……１６

遺物一覧表（木製品）②…･………..……１７

遺物一覧表（木製品）③…………..…….１８

遺物一覧表（木製品）④…………………１９

遺物一覧表（金属製品く煙管＞）………１９

遺物一覧表（金属製品く銅・鉄製品＞）…１９

遺物一覧表（金属製品く銭貨＞）………１９

樹種同定結果………………….…….….…２１

用途別種類構成・………………･………･…２３

漆断面観察結果・…………･…………･……２４

種実遺体同定結果………………･……．．…２６

出土動物分類群一覧………………………２８

骨貝類同定結果……………………………２９

花粉分析結果………………………………３０

花粉化石群集・・…･…………………………３１

甲府城下町絵図…………………･…･……･３２

遺構の変遷．．…………………･…･……．．…33

4号溝状遺構磁器･陶器･妬器･土器器種組成表……３４

土地利用の変化・…………･…………･３５．３６

検出遺物の様相（１）＜第４号溝状遺構＞……３７．３８

検出遺物の様相（２）＜その他＞…3９．４０
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第Ｉ章序説・……………･…･………………･……･･１

第１節調査に至る経緯…………………………１

第２節調査の概要………………………………１
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遺物実測図

１７磁器碗類（１）

１８磁器碗類（２）

１９磁器碗類（３）・Ⅱ類

２０磁器鉢類・壷類・瓶類・水性類

２１磁器蓋類陶器碗類（１）

２２陶器碗類（２）・Ⅱ類

２３陶器鉢類（１）
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模武器・武具不明製品加工木木っ端

６ ０ 木 製 品 竹 筒 胴 木 住 関 係 金 属 製 品

６１花粉分析樹種同定分析（１）

花粉化石木材（１）

６２樹種同定分析（２）

木材（２）木材（３）

６３樹種同定分析（３）種実遺体同定分析

陶器鉢塁（２）・婆類・瓶類・水性類（１）

陶器水性類（２）・鍋類・美燭類

陶器器台類・蓋類妬器Ⅲ類・鉢類土器Ⅲ

類（１）

土器Ⅲ類（２）・鉢類（１）

土器鉢類（２）・謹類（１）

土器蜜類（２）・釜類・鍋類・蓋類・鉢類

（３）土製品

瓦石製品

木製品漆器食関係（１）

木製品食関係（２）

木製品食関係（３）衣・容飾

木製品容器（１）

木製品容器（２）

木製品容器（３）

木製品容器（４）

木製品容器（５）

木製品農耕・生業遊玩具喫煙具武器・武

具模

木製品不明製品加工木（１）

木製品加工木（２）

木製品加工木（３）

木製品加工木（４）

木製品加工木（５）

木製品加工木（６）
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木製品加工木（８）
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類
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５８木製品漆器食関係衣・容飾容器（１）

５９木製品容器（２）農耕・生業遊玩具木札
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３
３
３
３
３
３
３
３

遺物写真

５２磁器碗類

５３磁器Ⅱ類・鉢類・瓶類．蓋類陶器碗類．Ⅱ類

木材（４）種実遺体

漆塗膜分析繊維材質分析

漆断面繊維断面

6４

０
１
２
３
４
５
６
７
８

４
４
４
４
４
４
４
４
４

遺構写真

４９調査区全景検出遺構（井戸）

Ａ区全景Ｂ区全景第１号井戸（東から）第２

号井戸検出状況（西から）第２号井戸半裁状況

（西から）第３号井戸半裁状況（南から）第４

号井戸磯検出状況（南から）第５号井戸操検出状

況（東から）第６号井戸桶検出状況（南から）

５０検出遺構（溝状遺構ピット）

第１号溝状遺構（南から）第２号溝状遣構喋検

出状況（北から）第３号溝状遺構（南から）

第４号溝状遺構（北から）第４号溝状遺構篠検

出状況（南から）第５．６号溝状遺構（南か

ら）第８号溝状遺構（南から）第９号溝状遺

構・第２1～33号ピット（南から）

５１検出遺構（士坑暗渠ピット）

第１号士坑（西から）第２号士坑（南から）

第４．５号士坑半裁状況（南から）第５号土坑

（南から）第６号土坑木棺検出状況（東から）

第１号暗渠（西から）第２．３号暗渠（南か

ら）第41～50号ピット（南から）

Ｘｌｌ



第１節調査に至る経緯

甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）は、山梨県甲府市北口２丁目１１に所在する。当該地は山梨県土地開

発公社（山梨県北口駐車場）の用地にあたるが駐車場の改築にあたり、県教育委員会あてに土地開発公社より、

埋蔵文化財の存否照会が為された。県教委はこれに対し本遺跡一帯が江戸時代武家屋敷であったこと、近接し

て平成1１（1999）年に調査が行われた甲府城下町遺跡（日向町遺跡第１地点）および甲府城下町遺跡（桜シル

ク跡）Ａ・Ｂ区が所在することから埋蔵文化財の試掘調査の実施を依頼した。試掘調査は平成1２（2000）年４

月24日に行われ、５ケ所の試掘坑から中世から近代にかけての井戸・土坑・暗渠などや陶磁器類等が確認され

た。このため、土地開発公社および県学術文化財課と同埋蔵文化財センターで平成１３年１０月22日に埋蔵文化財

の保護についての協議を行い、駐車場改築予定地約2,400㎡に対し、本格調査を実施することとなった。

第Ｉ章序説

１－１調査進行表

発掘調査・整理作業及び文化財保護法に基づく手続き等は以下のとおりである（表１－１）。

【発掘調査・整理作業】

平成１３（2001）年11月１日～平成1４（2002）年２月１５日：発掘調査

平成１４（2002）年２月１９日～平成1４（2002）年３月27日：第１次（基礎）整理作業

平成１４（2002）年７月１１日～平成1５（2003）年３月27日：第２次（報告書作成）整理作業

平成1５（2003）年６月２日～平成1５（2003）年７月22日：第３次（報告書作成）整理作業

【文化財保護法に基づく手続き】

平成1３（2001）年１０月３１日：文化財保護法第58条の２第１項に基づく「埋蔵文化財発掘調査の報告」を山梨

県教育委員会教育長に提出

平成１４（2002）年２月20日：文化財保護法第59条第２項に基づく「埋蔵文化財発見の通知」を山梨県教育委

員会教育長に提出

第２節調査の概要

第１項調査の方法

調査は、排土の都合上、南北で二分し南側調査区（Ａ区）と北側調査区（Ｂ区）に分けて実施した。調査区

設定後、重機により表土を除去し、引き続いて遺構確認面直上から人力による掘り下げを行い、遺構確認に努

めた。その後、遺構内の精査を進めた。

グリッドの設定は、調査区全体を覆うようにして、南北方向をＸ軸、東西方向をＹ軸とする国土座標系に合

わせた５ｍメッシュを設定した。Ｘ軸（南から北）方向に１．２．３…の算用数字を、Ｙ軸（西から東）方向

にＡ・Ｂ．Ｃ…のアルファベットを付した。グリッドの名称は両ラインの交差点を基準とし、各グリッドの南

西隅の交点をもって呼称した（図Ⅲ－４）。

遺物の記録．取り上げは、遺構確認面に到達するまでは各グリッドごとに一括して取り上げ、遺構内出土の

遺物（井戸出土遺物を除く）に関しては平板測量及びレベル測量により取り上げた。

遺構図及び遺物微細図は、平板及び簡易やり方を適宜選択して実測した。
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第Ⅱ章遺跡の立地と環境

第１節地理的環境

甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）は、山梨県甲府市北口２丁目に所在し、甲府駅北口に近接している。

地質学的に見ると、遺跡周辺は、秩父山系から湧き出し、甲府市北部の山裾より盆地へ流れ込む相川により形

成された扇状地扇端部に相当する。調査地点は、標高279.5～280.5ｍの南傾緩斜面上に位置し、西方が相川、

東方が藤川および標高約423ｍの愛宕山によって挟まれ、南方には近世に甲府城が築城された標高約305ｍの一

条小山と呼ばれる独立した丘陵が存在している。調査地点には、近接する日向町遺跡第１地点および甲府城下

町遺跡（桜シルク跡Ａ・Ｂ区）同様、相川扇状地に一般的に見られる自然堆積層が確認され、地表下約３～４

ｍで砂層の透水層が検出された。調査区内では、標高が低下する南方ほど水位が高くなる傾向が見られる。

第２節1節歴史的環境

本遺跡が位置する相川扇状地域の土地利用の歴史は古く、永正1６（1519）年、武田信虎がそれまで本拠とし

ていた甲府市東部の川田館を引き払い卿燭ヶ崎に新たな居館を造営し、その南側に家臣団屋敷地と町人地を坊

条に城下町を形成したことに始まり、この中世段階の調査地点は戦国期城下町の南端部にあたる。

本遺跡周辺は、近世段階においては、近世甲府城の「山手御門」北側に位置する内郭の武家屋敷地にあたる。

近世甲府城の築城開始は、近年の甲府城跡の発掘調査成果により武田氏滅亡後の天正１８（1590）年頃と推定さ

れ、当初から豊臣秀吉側近の羽柴秀勝、加藤光泰、浅野長政・幸長父子が建設にあたり、関東を拠点とする徳

川家康の動静を牽制する目的を持っていたことが証明されている。城下町は身分制度を都市構造に反映し、内

堀で画された内城を中心に、二の堀内側（内郭）の武家屋敷地、三の堀内側（外郭）およびその外側（郭外）

の町人町と、身分による居住地域が定められていた。また、武家屋敷地（内郭）は内城を中心に南北の二郭に

分かれ、１５か所の見付けで外郭と連絡されていた。この武家屋敷地を挟む格好で北部に上府中（古府中）２６町、

南部・東部に下府中（新府中）２３町の計49町が整備され、上府中26町は中世の城下町を継承し、下府中の23町

は甲府城築城に伴い新たに建設されたものである。武家地は城代・城番制が敷かれ、支配者が在勤しなかった

ため、甲府在勤の家臣は少なく、大手門の正面に広がっているが範囲は狭い。また、神社・寺院は一蓮寺など

中世の武田氏時代の城下町から三の堀内側（外郭）およびその周辺に移転された。

慶長５（1600）年関ケ原戦の後、徳川家康は浅野幸長を紀州和歌山へ移すと、幕府にとって軍事上の要地で

ある甲斐は以降、徳川氏一門または譜代大名を領主とするか、幕府の直轄地とするのを例とし、徳川義直（城

代平岩親吉）、徳川忠長、徳川綱重・綱豊父子と、宝永元年（1704）まで徳川氏の一族の領主が続いた間に一

時直轄領に組み入れられた。

宝永元年、五代将軍綱吉の信任の下に側用人として幕閣の中枢にあった柳沢吉保が武蔵野国川越から十五万

石で入部し、甲府藩を立藩した。翌宝永２（1705）には、甲府城の屋形曲輪・楽屋曲輪の殿舎などの建設と石

垣の修築をはじめ、城下も城代・城番制時代とは異なり、藩主が在勤となるため従来の武家地では家臣の屋敷

を配置できないため、城下町の本格的な再整備に着手し、吉保・吉里父子の時代には、近世甲府の最盛期を迎

えることとなった。柳沢時代は、郭外の侍屋敷225軒、役人屋敷60軒、足軽屋敷627軒、同心組屋敷100軒、小

人組屋敷１４軒を数え、町人人口推定14000人に増加し、近世甲府の最高を記録した。

徳川吉宗の「享保の改革」の一連の政策の中で、享保９（1724）年、柳沢吉里が大和郡山へ転封になると甲

府は幕府直轄下となり、甲府城・甲府城下町の守備を目的に甲府勤番支配が設置され、支配や勤番士は江戸か

ら甲府へ赴任した。その後、享保１２（1727）年、城内から出火したした火災により柳沢時代に築かれた武家屋

敷や、櫓などの城内建築物の多くは焼失した。

元治元（1864）年、町方兼務を廃止し、新しく甲府町奉行が置かれ、慶長２（1866）年には勤番支配を廃止

し、慶応４年、明治元（1868）年まで甲府城代が置かれた。

明治初年以降の近代段階では、調査区周辺にあった勤番士の屋敷は撤去され、畑地となった。

２
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第１節遺跡の概要

本遺跡は、中世から近世を主体とする遺跡である。今回の調査では、古代の遺物はほとんど発見されていな

いが、近接する日向町遺跡第１地点や甲府城下町遺跡（桜シルク跡Ａ・Ｂ区）では、古墳時代の遺物が検出さ

れていることから、本遺跡周辺に古代の集落が存在していた可能性がある（図Ⅱ－３）。中世の当該地は、戦

国期城下町の一角を占め、また江戸時代以降、幕末期までは甲府城「山手御門」北側に位置する内郭の武家屋

敷地に相当した範囲である。

＜遺構＞検出された遺構は、中世から近世に所属するもので、ピット59基を含めて総数83基である（表Ⅲ－

１）。遺構分布は、各時代を通して概ね低密度である。中世では、１６世紀後半の墓坑や溝状遺構な

どが散在的に分布し、積極的な土地利用が見られない状況である。江戸時代では、１７世紀後半の墓

坑、１８世紀後半から19世紀中葉の井戸、溝状遺構、墓坑、暗渠などが確認され、井戸をはじめ調査

区北側に集中する傾向がある。溝状遺構は、武家屋敷を区画する境界と考えられるものが存在して

いる。

＜遺物＞検出された遺物は、縄文時代の凹石を除き、中世から明治時代に帰属し、総破片数2,054点、総重

量60,149.229（木製品、自然遺物を除く）である（表Ⅲ－２）。遺物総破片数のうち、磁器・陶

器・妬器・土器の破片数は1,789点で、８７％となり主体的である。これらの製作年代は１６世紀後半

から19世紀中葉まで幅広い年代幅を持つが、量的に増加するのは１８世紀後半以降である。

Ⅲ－１検出遺構一覧

６
７
８
９

Ⅲ－２検出遺物集計

第２節基本層序

相川扇状地の扇端部、南傾緩斜面上

に位置する本遺跡の標高は、北部で約

280.5ｍ、南部で279.5ｍを測る。基本

層序は、調査区中央部の第２号井戸

（Ａ－Ａ＝）および北端部の第４号溝

状遺構（Ａ－Ａ＝）の２箇所の断面観

察に基づくものである。現地表面から

約50cmの深さまでは、第１層の表土層

で、その下層の第２層は炭化物を多量

に含む堆積層、第３層は18～19世紀代

の遺物を含む近世の堆積層、第４層は

近世以前の堆積層と推定される。自然

堆積層は、第２号井戸の断面観察から

地表下5.5ｍ地点までに７層が確認され、

第10層の砂層は、標高約276.5ｍ地点に

位置する透水層である。
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１
２
３
４

280.0

灰白色土層（表土層）

黒褐色土層

暗褐色士層

暗褐色土層

黄褐色土居

緑色砂質粘土層

黒色粘土層

暗青灰色砂篠層

緑色砂質粘土層

暗緑灰色砂層（透水層）

暗青灰色砂喋層

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
今
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ

279.0
５

第Ⅲ章発掘調査の成果

1０

蕊

277.0

276.0

４

275.0
１１

基本土層Ⅲ－３

磁器 陶器 妬器 土器 土製品 瓦 金属製品 石製品 ガラス製品 その他 合計

総破片数 752 656 3２ 349 1５ 148 8４ 1１ ５ ２ 2054

総重量（９） 12959.21 13990.44 984.67 13288.88 205.64 16559.69 899.09 1107.30 130.98 23.32 60149.22

遺構性格 井戸 溝状遺構 土坑 暗渠 ピット 合計

遺構数 ６ ９ ６ ３ 5９ 8３
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遺櫛
番号

２

３

４

５

６

第 ３節遺構

検出遺構は、中世から近世に所属する井戸６基、溝状遺構９条、士坑６基、暗渠３基、ピット59基の総数８３

基である（表Ⅲ－５～Ⅲ－９）。

＜井戸＞井戸の形態は、素掘り井戸（第１号）、積み上げ式井戸枠の結桶組型井戸（第２．６号）、積み上

げ式井戸枠の石組型（第４．５号）の３型式に大別され、いずれも平面形は円形を呈する。第２号

井戸は５段の結桶が組まれ、近接する第41～52号ピットは井屋に関わる可能性がある。また埋土内

からは結桶の釣瓶など木製品が多量に出土している。第４号井戸は遺構面下約２ｍの地点に木材

（転用材）２本が並行し、これと直角方向に２カ所の穴が確認された。これらは木材を井桁状に組

み、その上に石積みを行った痕跡と思われる。第６号井戸は底部に結桶が１段確認されたが、堀形

の状況より廃棄の際に枠材を抜き取った可能がある。廃棄年代は、第１号井戸を除き肥前系磁器を

主体とする出土遺物より18世紀中葉から19世紀初頭と考えられる。

＜溝状遺構＞溝状遺構の長軸方位は、Ｎ－２０ｏ－Ｅ前後（第２．４．６．８．９号）およびＮ－７２ｏ－Ｗ前

後（第３．７ａ・７ｂ号）となり、現在の街路と並行（直交）し、武家屋敷を区画する境界の塀か

溝状遺構と考えられる。第３号溝状遺構の杭列、第４号溝状遺構の多量の出土遺物、第７ａ・７ｂ

号溝状遺構の瓦集中出土が特筆される。これらの年代は、１８世紀中葉から19世紀中葉と考えられる。

このほか、第１号溝状遺構は16世紀後半から17世紀初頭の瀬戸・美濃系天目碗、志戸呂系灯明皿な

ど、第５号溝状遺構は17世紀後半から18世紀初頭の肥前系唐津の大鉢やかわらけ、灯明皿などが出

土している。

＜士坑＞第１号士坑（20～30cm大の平石）、第２号士坑（煙管、不明銅製品）、第６号土坑（木棺、釘）は、

それぞれ遺物の検出状況より墓坑と思われる。これらの構築年代は、１６世紀後半（第１号土坑）、

１８世紀後半（第６号土坑）および'9世紀代（第２号土坑）と考えられる。

＜暗渠＞暗渠の主軸方位は、Ｎ－７８．－Ｗ（第１．２号暗渠）およびN－ｌ２ｏ－Ｅ（第３号暗渠）となる。これ

らの年代は、第４号溝状遺構および第６号井戸との重複関係より19世紀中葉以降と考えられる。い

ずれも近世後半の土地区画（第４．７ａ・７b号溝状遺構など）を踏襲している。

＜ピット＞ピットのみで群集するタイプ（１～５，７．８，１１～14,28～33など）と他の遺構に付随するタ

イプに大別される。第２号井戸の井屋に関わると思われる第41～52号ピットや第２号溝状遺構に付

随すると思われる第55～59号ピット以外は、規則的な配列は見られず、明確に建物や柱穴として把

握できるものはなく、また、検出遺物が無いため、年代は不明である。

各遺構の概要は、遺構一覧表（表Ⅲ－５～表Ⅲ－９）に掲載した。

遺構一覧表（井戸）

検出地点
重複関係
(新一旧）
(不明≠）

諸特徴 長軸方位
形状 規模(､)[現存地1１推定値） 確認面

(、）
閣土 検出遺物 週櫛間接合 遺構時期

「
Ｂ－３．４Ｇ

Ｆ－７Ｇ

l-13G

Ｅ－Ｉ２Ｇ

1-1･I-l2G 5井→6土

Ｇ－ｌＯＧ l暗→6井一9溝

素堀

積み上げ式式井戸枠の結桶
組型井戸(井戸枠桶5段検）
41～52ﾋ゚ ｯﾄ:付随？

素堀

積み上げ式井戸枠の石組型
井桁状胴木設置

積み上げ式井戸枠の石組型

積み上げ式井戸枠の結桶組
型井戸の可能性あり(井戸枠
桶１段検出）

Ｎ－２０ｇ－Ｅ

Ｎ－６９－Ｅ

Ｎ－９０．－Ｅ

Ｎ－９０ｏ－Ｅ

Ｎ－２９．－Ｗ

Ｎ－４９一Ｗ

平面 底面 壁面 長軸

ほぼ円形 半円形 ﾛー ﾄ状 208

ほぼ円形 平坦 垂直 240

ほぼ円形 未調査 ほぼ垂直 162

ほぼ円形 平過
垂直(胴木設
置部より幅広）

196

ほぼ円形 半円形
垂直(上部外

反）
2‘１０

ほぼ円形 平坦 蕊直 230

短軸 深さ

198 394

2１．１ 535

136 (300）

185 ､１００

225 405

1８１ 495

279.5

280.0

280.5

0.4

280.5

280.1

22層に分府
上層炭化物増加

確認した範囲で
Iま4層に分層

上部磯充頃

上部礎群
ド部礎群

木製品(曲物等):少愈出土

陶磁器類:肥前系磁器(紅猪口･小坪など)少型出土
土製品:南錬二朱銀模造銭貨金属製品:煙管
木製品:箸･櫛･柄杓･井戸桶･曲物･喫等多量出土

磁器:肥前系主体､瀬戸･美濃系
陶器:瀬戸･美濃系主体､肥前系現川
土器:在地系江戸系､泉州系木製品:漆碗･曲物･蓋．
傘､下駄､箆､将棋の駒､人形､刀鯖､竹筒等多段出土

陶器瀬戸･美濃系
木製品:加工木等少１Mk出土

肥前系
京焼系 瀬戸美濃系

磁器
陶器
木製 I,:炭化材出土

磁器:肥前系､瀬戸･美濃系
陶器:肥前系
木製品:炭化材､曲物･模･趣築材等多戯出土

16世紀後半？

19世紀後半

19世紀後半

19世紀後半

6井・4溝(小瓶） 19世紀初頭

5井・4溝(小瓶） 19世紀初頭
7溝(広東碗）

Ⅲ－６ 遺構一覧表（溝状遺構）

遺構
番号

２

３

４

５

ぴ

検出地点

Ｇ－７Ｇ

Ｂ－３～

Ｄ－９Ｇ

Ｃ－４～

Ｇ－２Ｇ

Ｇ･Ｈ－７～

J-l3G

'-1-12.l3G

重複関係
(新→旧）
(不明≠）

2溝≠3溝､53.
54.57ビット

2栂≠3職

2暗→4溝≠7滴

諸特徴

37～40号ビｯﾄ近接

残群集中出土
53～59ﾋ゚ ｯﾄ近接

瀬戸美濃系碗被災
北壁沿い杭列検出

南側は延長すると思われる
磯群典中出土3箇所
炭化材集中出土

墓坑

長軸方位

ｘ－ｌＯｃ－Ｅ

Ｎ－２０－Ｅ

Ｎ－７２－Ｗ

Ｎ－２０ｓ－Ｅ

Ｎ－６ｏ－Ｅ

平面

直線的

直線的
中央や
や南側ク
ランク状
に屈曲

直線的

直線的

直線的
南端東
へ屈曲

形状

底面

平坦

レンズ状

平坦

平坦

平坦

規模(切

壁面 長軸

ほぼ睡直 313

緩傾斜 3000

急～綴傾斜 195）

急傾斜 (2670）

ほぼ垂直 435

)【現存地】(推定値）

短軸 深さ

3３ 9１

2.10 2４

6３ 2４

200 1００

137 3６

７

確認面
(、）

280.4

279.8

279.8

280.3

280.5

覆土

l府に分屑

2府に分層
炭化物粒子少

1層に分層
炭化物粒子多且

１０層に分屑
4層:炭化物多賦

3局に分屑
炭化物多駄

検出遺物

磁器
陶器
土器

鮒泉窯背磁､肥前系､瀬戸･美濃系

なし

磁器
陶器
土器

志戸呂系､瀬戸･美濃系
任地系

肥前系瀬戸･美溌系主体
瀬戸･美濃系
在地系

磁器:肥前系瀬戸･美濃系
陶器:肥前系､瀬戸美濃系
妬器:備前系堺系
土器:在地系､泉州系、
土製品:京都系
石製品:硯
金属製品:煙管

磁器
陶器
土器

瀬戸･美濃系
肥前系唐津､瀬戸･美濃系妬器:堺系
在地系

遺構間接合

4櫛(ミニチュア行
平）

5.6井戸(小瓶）
3満(ミニチュア行
平）
5溝(揺鉢）
6土(蛎骨形碗）
6土(焼塩壷蓋）
2暗(手水鉢）

4溝(繍鉢）

遺栂時期

16世紀中葉～
17世紀前半

不明

１８世紀中葉
～19世紀中葉

１８世紀中葉
～19世紀中葉

17世紀後半
～18世紀初頭



適構
番号

６

７

８

９

遭構
瀞号

２

３

４

ー

;）

６

遺栂
恭号

２

３

検出地点

Ｈ－ｌ２Ｇ

Ｄ－９～

J－７Ｇ

Ｇ－９｡

Ｈ－ｌＯＧ

Ｇ－９．１OＧ

検出地点

Ｇ－９Ｇ

Ｇ－９．１OＧ

Ｇ－９Ｇ

Ｆ－ｌ３Ｇ

Ｆ－ｌ３Ｇ

１－１１．l2G

検出地点

Ｆ･Ｇ－ｌＯＧ

Ｇ･Ｈ･'-10

Ｇ

H-lOG

Ⅲ－９

遺構番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

３１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

4０

４１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

重複関係
(新→旧）
(不明≠）

7b櫛≠34ビット

3土→8櫛

9瀧≠7a溝､２１
～24.27ビット

諸特徴

2本(7a･7b)並行走向
中央西側後世の撹乱

25.26.32.33ビット近接

遺構一覧表（土坑）
亜複関係
(新→旧）
(不明≠）

1土一3土

1土→3土→8溝

5土－４土

5土一4土

5井→6土

諸特徴

底部より20～30cm大平石検出

墓坑

底部より25cm大平石検出

底部に25cm大小ビｯﾄ(小喫含
有）

墓坑(木棺）

遺構一覧表（暗渠）
重複関係
(新→旧）
(不明≠）

1暗一6井→9溝

2暗一・4櫛､９溝

2暗＝3暗

諸特徴

縁石:長径10～20cmの自然石
1段遺存

縁石:長径１０～20cmの自然石
1段､蓋石:径30前後遺存

縁石:長径１０前後の自然石１
段遺存

遺構一覧表（ピット）

図版番号

PL-l5

PL-l5

PL-l5

PL-l5

PL-l5

PL-l4

PL-l5

PL-l5

挿図１－５

挿図１－５
PL-l5

PL-l5

PL-l5

PL-l5

PＬ－３

PＬ－３

PL-3

PL-3

PL-3

PＬ－３

PL-l3

PL-13

PL-13

PL-l3

PL-l3

PL-l3

PL-l3

PL-l3

PL-l3

PL-l3

PL-13

PL-l3

PL-l3

PL-ll

ＰＬ－ｌｌ

挿図１－５
PL-3

PＬ－３

PＬ－３

PＬ－３

挿図１－５

挿図１－５
PＬ－１

PＬ－１

PL-1

PL-1

ＰＬ－１

PＬ－１

PL-1

ＰＬ－１

PＬ－１

ＰＬ－１

重複関係
(新→旧）
(不明≠）

21ビット一9溝

27ピット→9溝

34ピット≠7b溝

長軸方位

Ｎ－ｌ５ｏ－Ｅ

Ｎ-73．一Ｗ

Ｎ－ｌ７ｏ－Ｅ

Ｎ－２０ｏ－Ｅ

長軸方位

Ｎ－６４．－Ｗ

典北

Ｎ－６７．－Ｗ

Ｎ-45。一Ｅ

Ｎ－７１．－Ｗ

Ｎ-22･－Ｅ

平面

虹線的

直線的
両端調
査区外

倣線的

面線的

平面

隅丸方形

不整円形

ほぼ円形

梢円形

不整桁
円形

ほぼ円形

長軸方位
平面

Ｎ-78･－Ｗ 直線的

Ｎ-78。一Ｗ 紅線的

Ｎ-12。一Ｅ 匝線的

平面形

ほぼ円形

ほぼ円形

楕円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

楕円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

楕円形

楕円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ほぼ円形

ＰＬ－４ 53.54.57ピット≠2溝 ほぼ円形

ＰＬ－４ ほぼ円形

ＰＬ－４ ほぼ円形

PL-4 ほぼ円形

PL-4 ほぼ円形

PＬ－４ ほぼ円形

PL-4 ほぼ円形

形状

底面

平坦

平坦

レンズ状

平坦

形状

底面

平坦

レンズ状

平坦

平坦

平坦

平坦

形状

底面

平坦

平坦

平坦

堕面

緩傾斜

北鴎急傾斜
南壁:緩傾斜

綴傾斜

ほぼ垂直

壁面

綴傾斜

緩傾斜

念傾斜

急傾斜

緩傾斜

急傾斜

盤面

垂直

確直

ほぼ垂直

規模(函)[現存地](推定値） 確認面

艮軸 短軸 深さ
(、）

413 7５ ９ 280.5

(３１１０） １２６ 4２ 280.2

(645） 5９ ６ 280.2

(874） 6２ 3３ 280.2

規榔c､)[現存地]〈推定値） 確認面

長軸 短軸 深さ (、）

9０ 8８ 2２ 280.2

1０５ 1０４ 1８ 280.2

9９ 9５ ３１ 280.2

145 123 7３ 280.5

9７ 6８ 4０ 280.5

295 142 5２ 280.4

規模(函)[現存地1(推定値） 確認面

長軸 短軸 深さ (、）

〔270〕 4３ 2８ 280.2

1０６１ 4９ 1４ 280.2

344 6８ 10 280.2

規模(cnl)〔現存地〕(推定値）

長軸 短軸 深さ

2８ 1７ ９

3９ 3０ 1０

6１ 3９ 1０

4５ 4１ 3４

2９ 1９ 1０

2９ 2４ 4４

3３ 2７ 1４

4６ 4４ 1３

6０ 4７ 3４

4３ 3６ １７

2６ 2２ 3２

3３ 2４ ８

1９ 1９ 1１

2５ 2３ ６

2２ 2０ ７

3５ 3３ 3４

2１ 1８ 1４

3２ 2８ １８

1７ 11 ９

4２ 3８ ８

5２ 3７ 4０

5６ 5２ 2２

4０ 3７ 2０

5５ 4９ 2１

5１ 4８ 1４

3０ 2９ 1６

5４ 4７ 1３

6７ 5２ 2１

6１ 4２ 2７

4６ 4０ 1３

4３ 3５ 1２

3６ ３１ 3２

6２ 3９ 2７

2５ 2２ 1５

3２ 2０

3７ 2８ 2６

4３ 4３ 4３

4５ 4３ 2１

3９ 3７ 3８

3４ 3０ 2６

3１ 3１ 1７

2８ 2７ 2０

5５ 4７ 2２

4５ 3９ 2０

3５ 3０ 1５

4１ 3６ 2６

4４ 3５ 2７

3５ 3４ 9５

3４ 3２ １１

4４ 3７ 2１

3０ 2９ 1３

3３ 3０ 1０

2６ 2４ 1５

4０ ３１ 1８

2７ 2４ 3６

2８ 2５ 3５

3０ 2５ 4２

4０ 3８ 3０

3７ 3４ 3３

糧土 検出遺物 遺構間接合 遺構時期

1層に分層 なし 不明

5屑に分層 磁器:肥前系､瀬戸･美溌系(銅板･型紙あり） 6井(広東碗） １８世紀中葉
l屑:炭化物粒子
多iｔ

1府に分層

3層に分層
1屑:炭化物粒子
少撒

覆土

2胸に分層
l層:炭化物多nｔ

2層に分層

2隔に分層
1屑:炭化物粒子
少瞳

顧土

瓦:集中出土

磁器:肥前系？少倣出土

なし

検出遺物

陶器:志戸呂系

磁器:瀬戸･美濃系
金属製品:煙管

磁器 肥前系

瀬戸･美濃系磁器
土器 かわらけ少Ⅲ出土

金属製品:釘

磁器:肥前系主体
陶器:瀬戸･美濃系
金属製品:釘

検出遺物

磁器:瀬戸･美濃系
陶器:不明

磁器
陶器

肥前系､瀬戸･美濃系
瀬戸･美濃系

なし

諸特徴

1～5ピット集中

４．５土近接

4.5士近接

7ピット近接

11～13ｯﾄ集中

5溝近接

5溝近接

8溝近接

磯検出

磯検出

磯検出

操検出

26ビット､８溝､２４ピット近接操検出

25ピット近接

操検出

28～33ｯﾄ集中32.33ｯﾄ:磯検出

7b満､34ｯﾄ近接

1溝周辺:37～40ピット集中

2井周辺:41～52ピット集中

2溝周辺:55～59ピット集中

遺構間接合

4溝(焼塩讃蓋）
4溝(拳骨形碗）

遺構間接合

4櫛(手水鉢）

～19世紀中葉

不明

不明

遺構時期

16世紀後半

１９世紀代

不明

不明

不明

18世紀前半

遺構時期

19世紀中葉
～

19世紀中葉
～

１９世紀中葉
戸～

検出遺物 遺櫛時期

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明

なし 不明



第４節遺物

検出された遺物は、縄文時代の凹石を除き、中世から明治時代に帰属し、その内容は、磁器・陶器・妬器・

土器・士製品・瓦・金属製品・石製品・ガラス・木製品・自然遺物などから構成される。

木製品および自然遺物を除くすべての出土遺物は、総破片数2,054点、総重量60,149.22ｇとなり、材質別破

片数と重量は、各遺構単位ごとに計測し、表Ⅲ－１０に掲載した。

甲府城下町遺跡（日向町遺跡第２地点）では、磁器・陶器・土器・瓦・金属製品の破片数．重量が相対的に

多く、また年代が下がるにつれて磁器・陶器に比べ士器の破片数．重量は徐々に少なくなる傾向が見られる。

瓦は、特定の遺構（第７ａ．７ｂ号溝状遺構）から偏って出土する傾向がある。木製品および自然遺物の破片

数．重量の計測は今回行っていないが、井戸から集中して多量に出土する傾向があり、有機質という‘性質およ

び陶磁器類などとの廃棄のされ方が異なることが想定される。土製品・石製品・ガラス製品は、他の遺物に比

して、破片数．重量ともに非常に少なく、特定の遺構（第１号井戸・第４号溝状遺構）から出土する傾向があ

る。

特筆すべき遺構としては、総破片数の46％、総重量の47％にのぼる遺物を出土した第４号溝状遺構がある。

各遺物の概要は、観察表（Ⅲ-11～Ⅲ-29）の通りである。

Ⅲ－１０検出遺物集計表

磁器 陶器 妬器 土器 土製品 瓦 金属製品 石製品 ガラス製品 その他 合計
遺構 点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数 点数

重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9) 重量(9)

2号井戸
2９

1９９．５１

1８

4８．０３

１

1５．４０

3７

288.11

２

5．６１

1６

1２５１．００

２１

1１０．１３

５

1９．６１

２

7.48

１

0．６１

1３２

1945.49

3号井戸
3３

835.78

2７

534.87

０

０

5３

2254.74

０

０

1０

1９７６００

５

2９．０８

０

０

０

０

０

０

1２８

5630.47

4号井戸
０

０

４

366.57

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

366.57

5号井戸
6２

564.28

４１

487.78

０

０

2１

４１４．２２

０

０

０

０

２

2３．４１

０

０

１

1.50

０

０

1２７

1４９１．１９

6号井戸
５

189.04

７

1１３．８８

０

０

５

200.76

０

０

２

1480.00

０

０

０

０

０

０

０

０

１９

1983.68

1号溝状遺構
４

57.47

1１

263.80

０

０

５

100.89

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

2０

4２２．１６

3号溝状遺構
2５

8９．５７

1７

84.20

０

０

８

2６６．００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

5０

4３９．７７

4号溝状遺構
362

8067.85

369

8539.18

1７

544.32

1１８

6965.50

１２

188.33

3３

2951.00

2２

2０１．９１

４

599.60

２

122.00

１

22.71

940

28202.40

5号溝状遺構
７

33.52

６

1131.20

１

27.97

６

400.81

１

11.70

０

０

３

206.54

０

０

０

０

０

０

2４

1８１１．７４

6号溝状遺構
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

427.00

０

０

０

０

０

０

０

０

１

427.00

7号溝状遺構
7３

1228.08

4２

237.91

８

365.82

７

540.12

０

０

8２

８１４３．００

５

7４．２６

０

０

０

０

０

０

２１７

10589.19

8号溝状遺構
１

3.39

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

３１．４１

０

０

０

０

０

０

５

34.80

1号土坑
０

０

２

2２．４７

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

22.47

2号士坑
２

4．５１

１

6．９３

０

０

３

６．１２

０

０

０

０

２

1１．００

０

０

０

０

０

０

８

28.56

3号土坑
１

4．３５

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

4.35

4号土坑
５

4３．７１

０

０

０

０

２

１９．７３

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

63.44

5号土坑
０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

1７．７

０

０

０

０

０

０

２

17.70

6号土坑
８

2６．８６

1１

2６．９７

０

０

３

11.20

０

０

０

０

１

2．８５

０

０

０

０

０

０

2３

67.88

1号暗渠
１

12.49

１

3．１４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

２

1５．６３

2号暗渠
６

18.83

２

4７．７８

０

０

０

０

０

０

１

199.00

０

０

０

０

０

０

０

０

９

265.61

遺構外
3６

287.64

2４

397.83

２

18.60

5７

1478.61

０

０

１

65.13

1１

1２２．６５

１

479.00

０

０

０

０

1３２

2849.46

表採
７１

685.83

5３

1297.00

３

12.56

1９

297.00

０

０

２

67.56

３

20.94

１

9.09

０

０

０

０

152

2389.98

表土剥ぎ
２１

6０６．５０

2０

380.90

０

０

５

4５．０７

０

０

０

０

３

4７．２１

０

０

０

０

０

０

4９

1079.68

合計
752

12959.21

656

13990.44

3２

984.67

349

13288.88

1５

205.64

1４８

16559.69

8４

899.09

1１

1107.30

５

130.98

２

23.32

2054

6０１４９．２２

９



1０

図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法鼠(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重量

(９）
成形

装飾ｉ

絵付･紬薬 装飾

支法

文様
胎士色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

１ 4溝200
4号溝状
遺構

薄手
酒杯

Ⅱ丸形釣
《
ロ

一
局

(4.0） 2.7 (1.8） 6．１２
穂噴削り高台
極薄手

色絵江戸絵付㈲
透明紬

上絵付
内
外 白

瀬戸．
美濃系

1808～

２ 4溝321
4号溝状
遺構

薄手
酒坪

Ⅲ端反形 (5.7） 2.8 (2.5） 7．８７
篭簡削り高台
卵殻手

色絵江戸給付㈲
透明紬

上絵付
内
外

白
平戸(三
川内)系

1780～

1８６０

３ 4溝444
4号溝状
遺構

薄手
酒坪

Ⅲ端反形 6.2 3．１ 2.9 20.55
麓鶴削り高台
極薄手

染付
呉須･透明紬

吹墨
内
外

瓢麓
白 肥前系

1820～

1８６０

４ 4溝292
4号溝状
遺構

紅猪口
Ⅵ-Ａ変形、
菊花形

4.8 1.5 １．１ 1１．３６ 型打
白磁軸

内
外 菊花文

灰白 肥前系
１８１０～

1820

５ 4碑285
4号溝状
遺構

紅猪ロ
Ⅱ浅丸形
小高台

6.3 2.6 2.5 37.44
穣穂削り
高台

鉄絵
白泥透明紬

筆描
内
外

丸が一つ
噸三角又は菱形文横三つ

白
瀬戸．
美濃系

1808～

６
2井戸
一括

2号井戸
2段目

紅猪口
Ⅱ浅丸形
小高台

(5.5） ２．７ (2.4） 1０．１３
穣植削り

今
ロ

ー
筒

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 草花文

白 肥前系
１８１０～

1８２０
貫入

７ 4溝266
4号溝状
遺構

紅猪口
Ⅱ浅丸形
小高台

5.2 2.7 2.4 29.01
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 帯線文

白 肥前
１７１０～

1７５０

８ 4溝291
4号溝状
遺構

小坪 ＸＩ端反形 6.0 3.1 2.6 26.04
穣穂削り

《
ロ

ー
筒

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 菊花文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

９
2井戸
一括

2号井戸 小坪 ＸＩ端反形 (6.5） 5.0 (3.5） 1５．１８
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 草花文

白 肥前系
1700～

1７８０

1０
3井戸
一括

3号井戸 小坪 Ｘｌ端反形 7.6 [4.2］ 55.76 穣穂
染付
呉須･透明軸

筆描コン
ﾆｬｸ印判

内
外 竹文､若松文

白 肥前系
１７１０～

1７４０

1１
3井戸
一括

3号井戸 小坪 ＸＩ端反形 6.5 3.8 2.8 ５１．２８
穣頓削り
高台 白磁紬

内
外 灰白 肥前系

1680～

1740

1２ 表採 表採 小坪 ＸＩ端反形 6.4 3.0 2.5 47.79
穣嫡削り

《
ロ

ー
局 透明紬

内
外 白

瀬戸．
美濃系

1808～

１３ 7溝1９
7号溝状
遺構

小碗
l-D丸形、
やや平形

(8.5） 4.6 3.0 64.44
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

見込火焔宝珠文
鳥文､花文､柳文？

白 肥前系
1780～

1820

1４ 4溝263
4号溝状
遺構

小碗 Ⅳ呉器形 (7.0） 5.7 (2.9） 39.90
穂積削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

口縁列点文
人物､iIi躯､高台腿0総ぎ

白
瀬戸．
美濃

1808～

1５ 4溝9６
4号溝状
遺構

小碗 Ⅳ呉器形 (7.0） 4.9 (3.3） 35.98
穣頓削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 草花文

白 肥前系
l9C中葉
～？

1６ 4溝3２
4号溝状
遺構

小碗 Ⅳ呉器形 (7.1） 5.0 (3.3） 42.44
擁翰削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 山水文

白 肥前系
l8C後葉～
l9C中葉

1７
4溝228.
431

4号溝状
遺構

小碗 Ⅳ呉器形 (7.6） 5.2 (3.6） 29.40
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ'二§鴎､肌-認鋤鵡？
並草葉文

白 肥前系 l9c中葉～

1８ 4溝286
4号溝状
遺構

小碗
I-A2腰張形、
底径小

(7.8） 5．１ 3.4 1１２．００
穣穂削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

見込文字
井桁文内椿文？

白
見込
｢妙」

瀬戸．
美濃系

1808～

1９ 4溝168
4号溝状
遺構

小碗
Il-A2腰張形、
底径小

(8.2） 5.2 3.1 9９．１０
糠植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

見込文字
井桁文内椿文？

白
見込
｢妙」

瀬戸．
美濃系

1808～

2０ 4溝398
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 9.3 ４．８ 3.7 98.46
穣翰削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ鮒紋腿二重離脱賊
ﾛ縁一重鵬､花存文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2１ 4溝一括
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ靖反形 (8.9） 4.8 (3.7） 73.59
穣植削り

《
ロ

ー
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ齢紘肌二貫雛椛鯨
口縁一重圏線､花弁文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2２ 4階北壁
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 9.4 5.0 (3.9） 83.61
嬢嫡削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁帯線文､見込

二重圏線内抽象文
外:口縁一重圏線､花弁文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2３ 4溝317
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 (9.3） 5.0 (3.9） 83.61
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁帯線文､見込

一重圏線内抽象文
外:口縁一重圏線､宝珠文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2４
4溝354.
429

4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 (9.0） 4.9 (3.7） 35.31
糠植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

口縁帯腺文､見込二重圏線
梅花文､文字文｢寿」

白
瀬戸．
美濃

1808～

2５ 4溝246
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 (9.0） [4.1］ 28.86
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ縁帯線文､見込二重圏線
梅花文､文字文｢寿」

白
瀬戸．
美濃

1808～

2６ 4溝133
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 (8.3） 4.2 (3.2） 62.90
穣翰削り
高台

色絵
透明軸

上絵付
内
外

口縁一重圏線､見込・文
口縁一重圏線､草花文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2７ 7溝一括
7号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 7．１ 4.4 3.6 62.39
穣穂削り
高台

色絵
透明紬

上絵付
内
外 竹文､花弁文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

2８ 7溝一括
7号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 7．１ 4.4 3.6 26.87
糠植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 口縁一重圏線､文字文

白
瀬戸．
美濃系

l9C中葉
～？

2９
6井戸
一括

6号井戸 小碗
ＸＸＩ

半筒形
(7.3） [4.9］ 28.21 輔植

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ剛力敵､恥一重雛
半菊花文､幾何学文

白 肥前
l8C群～
l9C砺

3０
4溝328.
395

4号溝状
遺構

小碗
ＸＸⅢ

筒丸形
6.8 6.2 3.4 1１０．００

穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 草花文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

３１ 4溝395
4号溝状
遺構

小碗
ＸＸⅢ

筒丸形
(7.6） 6.4 (3.7） 43.29

穣植削り
一
口

一
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 草花文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

3２
2井戸
一括

2号井戸
2段目

小碗
ＸＸⅣ

桶形
6.3 3.9 (3.2） 26.24 穣植

透明紬
内
外 白 肥前系

1780～

1８２０

3３
3井戸
一括

3号井戸 中碗
I-C丸形、
腰部丸形

1１．１ 6．１ 4.2 172.00
穂糟削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内：
外:草花文

灰白
lf-躯
鮒軌
燃職

肥前系
1750～

1７７０

くらわ
んか手

3４ 4溝455
4号溝状
遺構

中碗
I-C丸形、
腰部丸形

[4.3］ 4.1 1１２．００
穂曾削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 花唐草文

灰白 肥前系
1750～

1７７０

§雛鯨
くらbﾙｶ苧

3５ 4溝242
4号溝状
遺構

中碗
Ⅱ-Ａ２腰張
形､底径小

(１０．０） 5.4 (4.3） ６１．２１
穂輔削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描

内:口縁三重圏線､見込一重
圏線内文字又は文様？

外:ロ縁一重圏線､草花文、
文字文(｢花｣･｢?｣)井桁文

白
瀬戸.
美濃系

１７５０～

3６
3井戸
一括

3号井戸 中碗
Ⅵ-A詳蝿、
藩高台ﾉト

(9.6） 4.8 3.7 54.66
穣鐘削り

《
ロ

ー
儲

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 若松文

白 肥前系 1750～

3７ 4溝274
4号溝状
遺構

中碗
Ⅵ-A誹靴、
薄手高台小

(１０．２） 5.3 (3.6） 74.81
糠轍削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 竹梅文

白
闘二雛
に龍

肥前系 1750～

3８
6井戸一括
･7燐1０

6号井戸・
7号織雛

中碗
Ⅷ-A広東形、
高高台

(11.3） 6.4 4.9 1２１．００
穣植削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁二重圏線､見込一重

圏線内火焔宝珠文
外:樹木文

白 肥前系
1780～

1８１０

3９ 4溝1０３
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反 [6.8］ 4.8 98.05
糠植削り

一
口

一
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁二重圏線?､見込二重

圏線内花唐草文？
外:雲文

白
卿殿
長春１

肥前系
1780～

1８３０

竹節高
今
ロ

4０ 4溝249
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (10.9） 6.3 (4.8） 1６３．００
穣噛削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描コン
ﾆｬｸ印判

内:口縁二重圏線､見込
一重圏線内草花文

外:丸文､?文
白

瀬戸．
美濃系

1808～

1830

4１
4溝１８８．
一括

4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (１０．８） [5.4］ (4.4） 1４９．００ 穣翰
染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁三重圏線
外:草花文､文字文(詩句?）

白
肌一重

W頚
肥前系

1820～

1８６０

4２ 4溝403
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 1０．１ 5.7 ４．１ １１９．００
穣植削り

《
ロ

ー
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

ﾛ鮒文､恥一重鴎内議
雲文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

4３ 4溝6７
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (１０．６） 5.8 4.4 １４２．００
穣械削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

噸敵､見処一重鴎内激
扇散し文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

4４ 4溝2５
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 １１．０ 6.0 ４．１ 1８６．００
穣植削り

《
ロ

ー
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

噸滋､肌一重雛噸糊
扇散し文

白
瀬戸．
美濃系

1808～



Ⅲ－１２遺物一覧表（磁器）②

1１

図服
番号

登録番号 出土地点 器 種 形状特徴
錘(c､)【現存値)(推定勘

口径 器高 底径

重量

(９）
成形

装飾技

絵付･軸薬 装飾

法

文様
胎士色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

4５
4溝234.
247

4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (11.3） 6.0 4.5 1８７．００
穂頓削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁帯線文､見込

一重圏線内草花文
外:葉文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

4６ 4溝2８
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ鎧反形 (１０．３） 5.5 4.0 1３９．００
嬢篭削り

一
口

一
間

染付
呉須･透明軸

筆描
内:口縁帯線文､見込

一重圏線内文様？
外:山水文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

瀧侭畳
付打歌い
ている

4７
4溝146.
337

4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (１０．８） 9.0 (4.7） 42.97
穣穂削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁?文､見込一重

圏線内文様？
外:草花文､九文(iii目文･点文）

白
瀬戸．
美濃系

１８０８～ 焼継痕

4８ 4溝259
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ増反形 (１０．６） ６．０ (4.2） 33.60
穣翰 削り

《
ロ

ー
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁波文､見込一

重圏線内文字文？
外:区画間青梅波文､花弁文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

4９ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 中碗 ＸＩ端反形 (１０．６） 5.9 (4.3） ７１．８８
糠植 削 り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁四方襟文､見込

一重圏線内文様？
外:並草葉文？

白
瀬戸．
美濃系

1808～ 焼継痕

5０ 4溝343
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (9.6） 5.3 (3.6） 78.99
糠鐘 削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

口縁理略文
白

瀬戸．
美濃系

1808～

５１ 4溝305
4号溝状
遺構

中碗 Ｘｌ端反形 (9.8） 5.0 (3.3） 53.70
犠鐘削り

一
口

一
筒

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁点文､蜘妹の巣文、

見込一重圏線内花文
外:蜘妹の巣文､幾何学文

白 肥前系
1780～

1８１０

5２ 4溝2９
4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ蝿反形 (１１．３） (6.4） (7.0） 53.79
糠糟削り

｛
ロ

ー
局

染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁雷文､見込一重圏

線内松竹梅繋ぎ文
外:草花文

白 肥前系
１８２０～

1８６０

5３
4溝248.
387

4号溝状
遺構

中碗 ＸＩ端反形 (9.9） [4.4］ 1８．７４ 穣穂
色絵
透明紬

上絵付
内:口唇部･口縁二重圏線、

見込一重圏線
外:宝文

白
瀬戸．
美濃系

１８１８～

5４ 4溝359
4号溝状
遺構

中碗
X-E平形、
棲高

[3.6］ 3.6 6１．１４
僅穏削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

見込一重圏線内竹文
花文？

白灰 肥前系
１８１０～

1820

5５ 4溝279
4号溝状
遺構

中碗
X-E平形、
棲高台

(12.6） 5.6 (5.1） ６３．３４
穣植 削り
高台

染付
額(ｺパﾙﾄ)･翻粕

筆描
内
外

口縁理略文
雲龍文

白
瀬戸．
美濃系

l9C中葉
グー

5６ 7溝一括
7号溝状
遺構

中碗
Ｘ－Ｅ平形、
溌高台

1１．９ 5.0 4.4 1５５．００
嬢糖削り
高台

染付
蛾(ｺパﾙﾄ)･翻軸

摺絵
(型紙）

内
外

口縁瑠略文
花文､青海波文

白 瀬戸．
美濃系

明治以
降

5７
3井戸
一括

3号井戸 大碗
I-C丸形、
腰部丸形

[5.4］ 6.3 244.00
麓償削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内:見込二重圏綴内五弁花文
外:草花文？

灰白
§-蕊
鋤削
涌禦．

肥前系
１７５０～

1７７０

くらわ
んか手

5８ l溝一括
1号溝状
遺構

中碗 1３．７２
青磁紬

内
外 蓮弁文

灰白
中国
(龍蕊系）

１４Ｃ～

5９ 7溝1２
7号溝状
遺構

仏甑器
Ｉ台底
輪高台 [5.9］ ４．２ 46.85

穣頓削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 半菊花文

白 肥前系
1780～

1８６０

6０ 4溝１９３
4号溝状
遺構

1-Ａ丸形、
底狭

5.7 1．５ 2.5 30.31
穣穂削り

一
口

一
局 透明紬

内
外 灰白 肥前系

６１ D-2G一括 Ｄ－２Ｇ
1-Ａ丸形、
底狭

(5.8） 2.4 2.0 1１．６９
糠領削り
高台

染付
呉須･透明紬

筆描
底部無紬

内
外 竹文？

白
瀬戸．
美濃系

1808～

6２
職365.
481

4号溝状
遺構

小 皿
I-B丸形、
底中

(13.8） 2.9 (7.1） 1２１．００
篭徽削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
見込蛇の
目紬剥ぎ

内:花唐草文､見込二

外：
重圏線内五弁花文 灰白 肥前系

1750～

1８１０

くらわ
んか手

6３
4溝356.
426

4号溝状
遺構

小皿
I-C丸形、
底広

1３．５ 3.9 8.9 257.00
糠憾蛇の
目凹形高台

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

見込三方割銀杏文､雪輪文
唐草文

白 肥前系
１８１０～

1820

6４
4溝223.
340

4号溝状
遺構

小皿
l-C丸形、
底広

1１．６ 2.9 8.0 1９３．００
糠頓蛇の
目凹形高台

染付
呉須･透明軸

筆描
内:井桁文､幾何学文､見込

二重圏線内五弁花文
外:唐草文

白 肥前系
1780～

1８１０ 印

6５ 4溝355
4号溝状
遺構

小皿
I-B丸形、
底中

8.9 2.3 5．１ 7７．１４
穣穂削り
高台

染付
呉須･透明紬鉄紬

筆描ロ紅
内
外

文
文

水
井

山
花 白

瀬戸．
美濃系

１８１０～

1８２０

6６ 4溝474
4号溝状
遺構

小皿
I-B丸形、
底中

9．１ 2.2 5.4 59.05 穣鐘
染付
呉須･透明紬鉄紬

箪描口紅
内
外

山水文
花弁文

白
瀬戸．
美濃系

１８１０～

1820

6７ 4溝483
4号溝状
遺構

小皿
I-B丸形、
底中輪花

(１０．１） 2.6 6.2 96.23
穣穂型打
削り高台

染付
呉須･透明紬鉄袖

雛ロ紅
内
外

山水文
白 肥前系

１８１０～

1８２０

6８ 7溝一括
7号溝状
遺構

小 皿 Ⅱ木盃形 (9.0） (2.4） (3.7） 1０．６７
糠篭削り
高台

染付
額･誘約瀧青雛

筆描
内
外 文字文

白
瀬戸．
美濃系

明治以降

6９ 4溝299
4号溝状
遺構

小皿
ＸＶ－Ａ変
形形､方形

(8.9） 2.6 4.4 62.74 型打
透明紬

型押文
内
外

蝶文､花文
白

瀬戸．
美濃系

1850～
印

7０
ｐ

穴
・
ｎ
Ｕ

ｎ
ｕ
Ｊ

ｎ
〃
】

嘩
志
哩
雫

’
ぬ
。

433

4号溝状
遺構

小 皿
ＸＶ－Ａ変
形形､方形

(8.2） 2.5 4．３ 59.33 型打
色絵
透明紬

上絵付
型押文

内
外

花文､唐草文､斑文､四菱文
唐草文

白
瀬戸．
美濃系

１８５０～

７１ 表採 表採 小皿
ＸＶ－Ａ変
形形､方形

(9.0） 2.6 (3.9） 37.40 型打
染付
呉須･透明紬

雛型獄
蝿

内
外

梅文､紗綾形文
白

瀬戸．
美濃系

１８５０～

7２ 4溝一括
4号溝状
遺構

五寸、
I-B丸形、
底中

(15.1） [2.7］ 4１．２４ 穣頓
染付
呉須･透明軸

筆描
内
外

鳳風文
口縁一重圏線

灰白 肥前系

7３ 4溝415
4号溝状
遺構

小鉢
Ⅲ腰張形
底広玉縁

(12.7） 4.0 (7.1） 1４２．００
穣械蛇の
目高台

染付
呉須･透明軸

筆描
内:口縁花存文､見込二重

圏線内火焔宝珠文
外:帆

白
瀬戸．
美濃系

1808～
焼継痕
底焼継印

7４
F-l2G

一括
F-l2G 小鉢

Ｉ丸形底
[3.8］ (6.4） 90.51

穣櫨削り
《
ロ

一
同

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 竹文

白 肥前系

7５ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 小鉢
ＸＸ

台付鉢
(12.1） 8.8 5.6 225.00 穂植

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

口露文､見込人賊､鼠融
山水文

白
瀬戸．
美濃系

1808～

7６
2井戸
一括

2号井戸
3段目

小鉢
l-D丸形底
暁､折縁儲花

(7.5） [3.5］ １１．６０ 穣頓型打
染付
呉須･透明紬鉄紬

策描ロ紅
内
外 青海波文､桜花文､渦巻文

白 肥前系

7７ 7溝一括
7号溝状
遺構

小鉢 正方形 (１０．３） 6.5 (7.3） 1４２．００ 型起こし
青磁紬

陰刻
内
外 雲文

白
瀬戸．
美濃系

不明

7８ 4溝北壁
4号溝状
遺構

中鉢
Ⅳ旬干形
八角

(15.5） [5.9］ 94.69 穣穂型打
染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

風景文
三つ星文､四菱文

白 肥前系
1780～

1860
焼継痕

7９
4溝402.
405

4号溝状
遺構

火入 Ｘ変形 [4.8］ (7.6） 1０１．４８
撞闇蛇の目凹形
高台高台砂目 青磁紬

内
外 灰白 肥前系 1780～

8０
5井戸
1７５

5号井戸 中壷
Ⅲ沈香壷

(9.8） [5.1］ 37.28 穣植
染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 蛸唐草文

白 肥前系 1789～

8１

誹戸一括
6#戸一括
職一括

戸
戸
鵡

誹
誹
識

５
６
４

小瓶
Ⅱ練韮形
口縁無装飾

2．１ [13.2］ 79.42 糠穂
染付
呉須･透明紬

筆描
内：
外:唐草文

灰白 肥前系 １７５０～

8２
3井戸
一括

3号井戸 小瓶
Ⅲ端反練
韮形

2．１ [8.8］ 44.32 穣櫨
染付
呉須･透明軸

筆描
内
外 唐草文

灰白 肥前系
1800～

１８６０

8３
4溝28.
212

4号溝状
遺構

小瓶
1-(薙脚儲
鰐鼠額台

[6.6］ 4.0 62.25
穣憾削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 縞文､蛸唐草文､剣先崩し

灰白 肥前系
１８００～

1860

神酒徳
利

8４ 7溝７
7号溝状
遺構

小瓶
U-(薙脚胤
灘笛､儲高台

[2.9］ (4.4） 1７．８８
競閣削り高台
高台砂目

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 灰白 肥前系

1800～

1８６０

8５ 4溝１３６
4号溝状
遺構

燭瀞１ Ⅲ鳶口 (3.9） [4.5］ 6．６３ 穂趨
染付
呉須･透明軸

筆描
内
外 頚部雷文

白
瀬戸．
美溌

l9C前葉
～

8６ 4溝185
4号溝状
遺構

燭蹴Ｉ
m-B鳶口形、
鳶口大

3.9 [１５．５］ 1２１．００ 糠麓
染付
呉須･透明軸

筆描
内
外 山水文

白
瀬戸．
美濃系

1808～ 焼継痕

8７ 4溝416
4号溝状
遺構

燭師Ｉ [14.4］ (5.2） 1２８．００ 糠糖砂目
染付
呉須･透明紬

笠描底
部無紬

内
外 山水文

白
瀬戸．
美濃系

1808～



(磁器）③

図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法壁(c､)[現存側(推定値）

口径 器高 底径

重盈

(９）
成形

装飾技法

絵付･紬薬 装飾 文様
胎士色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

1００ 3溝一括
3号溝状
遺櫛

小碗
V-A半球形、
薄手

(6.8） [3.4］ 8．９８ 械頓
色絵
灰紬

付
風

絵
焼

上
京

内
外 菖蒲文

黄白 肥前系 l7C後半～

1０１ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 小碗
V-C半fIW、
膳部やや平形

(6.5） 3.9 (2.8） 1６．４１
職噛削り

《
ロ

一
両 灰紬

高台無紬
内
外 黄白 肥前系

１７５０～

1７６０

1０２
3井戸
一括

3号井戸 小碗
1-Ｆ丸形、
腰部厚め

(7.3） 3.3 (3.6） 24.73
雛糖削り
高台 鉄紬

腰下無紬
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

１６８０～

1０３
3井戸
一括

3号井戸 小碗
Ｉ－Ａ丸

形､深め
(7.8） 4.8 (4.0） 56.82

穣頓削り
《
ロ

一
両 灰紬

腰下無紬
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

１６７０～

1７５０

1０４
5井戸
一括

5号井戸 小碗
Ｖ－Ｄ半球
形､厚手

(8.8） 5．１ 3.7 98.01
糠植削り
高台

鉄絵
灰軸

高台無紬
内
外 草文

灰
京・
信楽系

l8C中葉
～後葉

1０５ 4溝204
4号溝状
遺構

小碗 ＸＩ端反形 (8.5） 4.9 (2.9） 3１．６５
穣砿削り

《
ロ

一
両 灰紬

高台無紬
内
外 灰白

京・
信楽系

l8C後葉～
底部墨書
｢京?｣貫入

1０６ 4溝290
4号溝状
遺構

小碗
ＸＸＩ

半筒形
(7.2） 5.4 (3.1） 52.36

鞭植削り
高台

呉須
透明紬

陶胎染付
内
外

口縁一重間線､見込
一重圏線内五弁花文
菊花繋ぎ

灰
瀬戸．
美濃系

l8C後葉～
l9CiI調

1０７
3井戸
一括

3号井戸 中碗
1-Ｆ丸形、
腰部厚め

(１０．７） 7．１ 4.9 1５５．００
穂蝋削り高台
高台砂目 白泥透明紬

刷毛目
内
外

雑巾手？
波状の刷毛目

濃灰
肥前系
現川

１６９１～

1７４９

1０８
5井戸
一括

5号井戸 中碗
l-C丸形、
腰部丸形

[4.8］ (4.4） 2１．０８
糠植削り

《
ロ

一
局 灰紬

高台無袖
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

1690～

1０９ 4溝６
4号溝状
遺構

中碗
H-Al膳張"、
底径大

[4.2］ (5.0） 49.43
雛植削り
高台 灰紬

高台無紬
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

１７３０～

1７４０

1１０ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 中碗
V-A半球形、
薄手

(10.0） [5.0］ 4６．１８ 聴幡
鉄絵呉須
灰紬

内
外 桐文

灰白 肥前系
1750～

1７６０

1１１ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 中碗
V-A半球形、
薄手

(9.6） [5.1］ 24.31 糠輔
灰紬

内
外 黄白 肥前系

１７３０～

1７４０

1１２
5井戸
一括

5号井戸 中碗
X（輔､鯛や
やﾊﾙ洲圃

[2.3］ 4.2 4８．１３
嬢穂削り
高台 灰紬

高台無紬
内
外 灰白

瀬戸．
美濃系

1１３ 4溝一括
4号溝状
遺構

中碗
X-坪1W,瓢
やや丸耀肱

[4.0］ 4．１ 80.93
糠輔削り
高台 白泥灰紬

刷毛目
高台無紬

内
外

刷毛目
刷毛目

黄白
瀬戸．
美濃系

1800～

1１４
F-l2G

一括
F－ｌ２Ｇ 中碗

Ｘ Ｘ Ⅸ

穣櫨形
１１．７３ 穣植

灰紬
内
外 灰白

京・
信楽系

１８２０～

1８３０

1１５
4溝287.
6士一括

週
構・6号t坑

中碗
ＸＸＸ

拳骨形
6．１０

鉄紬灰紬
内
外 暗灰

瀬戸．
美濃系

1725～

1８００

１１６ 4溝334
4号溝状
遺構

中碗
Ｘ Ｘ Ｘ

拳骨形
5．４５

鉄紬灰紬
内
外 暗灰

瀬戸．
美濃系

1725～

1８００

1１７
5井戸
一括

5号井戸 小皿
I-B丸形、
底中

(12.8） [2.6］ 3１．５６ 糠植
灰軸

腰下無紬
内
外 灰

瀬戸．
美濃系

1１８ 4溝5７
4号溝状
遺櫛

小皿 Ｖ端反形 (13.6） 3.8 (6.8） 88.32
穣植削り
高台 白泥灰紬

刷毛目
内
外

渦巻状の刷毛目
刷毛目

黄白
瀬戸．
美濃系

l9C中葉～

1１９
4溝3８．
９９．１５９

4号溝状
遺構

大皿
I-B丸形、
底中

(12.6） 40.36
糠穂削り
高台

鉄絵
白泥透明軸

腰下無紬
内
外

馬の目
灰白

瀬戸．
美濃系

1790～

1８６０

馬の目
皿

1２０
6井戸
一括

井戸 大皿
I-B丸形、
底中

[2.3］ (14.1） ６１．１４
糠頓削り
高台

鉄絵呉須
灰紬

高台無紬
内
外

草文､宝文
黄白

瀬戸．
美濃系

ｌ９Ｃ～

1２１
F-l2G

一括
F－１２Ｇ 大皿

I-B丸形、
底中

[2.0］ (１２．６） 65.38
懐穏削り高台
見込目跡ｌ～

鉄絵呉須
灰紬

内
外

竹文
黄白

瀬戸．
美濃系

ｌ９Ｃ～

1２２ 4溝2６
4号溝状
遺構

大皿 Ⅵ玉縁形 [5.5］ 1３０．００ 擁種
灰紬

内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

１２３
●

【
Ｊ
“
０

〈
叩
／
】

⑥
、
Ｕ

岬
一
個
崎

、
勾
処
△

397

4号溝状
遺構

灯明、
V-B平織雛
胸､玉ﾊﾏ跡

(8.5） 1．７ (4.0） 27.99 械頓
灰紬

外面無紬
内
外 黄白

京・
信楽系

1800～

1２４ 4溝143
4号溝状
遺構

灯明、
m-B輔溌厚
力､瓢黙鯛

7．１ 1．８ 2.6 43.91
糠輔見込
環状目跡 鉄紬

底部無紬
内
外 灰 1800～

1２５
3井戸
一括

3号井戸 灯明、
m-A平"器墜
鋤､目跡

8．１ 1．７ 4.0 52.53
糠鐘底回
転糸切り 鉄紬

内
外 茶 １８００～

内面･外
面煤付清

1２６
4溝150.
一括

4号瀧状
遺構

灯明、
Ⅲ-8”溌厚
炊肌剛鯛

(１９．４） 1．８ 4.0 ６１．９５
概植見込
環状目跡 鉄紬

腰下無紬
内
外 灰 1800～

1２７
3井戸
一括

3号井戸 灯明、
m-B輔溌噂
力､賎就鯛

(9.6） 1．９ (4.0） 40.92
糠穂見込
環状目跡 鉄紬

腰下無紬
内
外 灰 1800～

見込煤
付着

1２８
3井戸
一括

3号井戸 灯明、
Ⅳ-A平形膳部
陵､目跡

(１０．６） 2.2 (4.0） 32.67 械穂
鉄紬

腰下無紬
内
外 茶 1800～

口縁煤
付着

1２９ l溝一括
1号溝状
遺櫛

灯明、
IV-A平瀧部
陵酬

(9.0） 2．１ (5.0） 47.80 械樋
鉄紬

内
外 茶 志戸呂系 l6C後半～

1３０
3井戸
一括

3号井戸 小鉢
I‐Ｃ丸形
底狭?､玉縁

(6.9） [2.7］ 1２．８７ 嬢穂
灰紬

内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法儲(c､)[現存値］

口径 器高

推定値）

底径

重錐

(９）
成形

装飾技法

絵付･紬薬 装飾 文様
胎士色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

8８
4溝345.
389

4号溝状
遺構

閥徳利 [7.3］ 6.3 60.46 瀧輔
染付
呉須･透明紬

筆描
内：
外:丸文(四方擦文)、

丸文(よろけ横縞文）
白

瀬戸．
美濃系

1808～

8９
卿4.345.
358.417

4号溝状
遺構

澗騨Ｉ
１口縁無
装飾

(3.2） 1２．９ (6.0） 8１．９８
糠櫨把手
貼付

色絵
透明紬

上絵付
底部無紬

内
外 唐人文､草花文

白 肥前 明治以降

9０ 7溝一括
7号溝状
遺構

須 Ｉ横手形 (7.2） 5.9 3９．１３ 輔植貼付
染付
呉須･透明紬

筆描
内
外 鳳風文､宝文､花文

白 肥前系 明治以降

９１ 4溝一括
4号溝状
遺構

中備蓄 丸形 (9.0） ２．２ 38.83 嬢翰
染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁四方樺文､見込

一重圏線内草花文
外:蛸唐草文

白 肥前系 1820～
中碗Ｉ丸
形の蓋

9２
3井戸
一括

井戸 中碗蓋 端反形 (8.9） 2.9 47.76 械噛
染付
呉須･透明紬

内:口縁波文､見込一
重圏線内寿文

外:花弁文
白

1K｢一重
角に淵

瀬戸．
美濃系

１８０８～
中碗Ｘ1階
”の蓋

9３ 4溝388
4号溝状
遺構

中碗蓋 端反形 (9.0） 2.6 35.97 糠植
染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁丸文､見込二

重圏線内寿文
外:口縁一重圏線､草花文

白
iifi一重
角に淵

瀬戸．
美濃系

1808～
噸Ｘｌ端
反形の蓋

9４ 4溝3７
4号溝状
遺構

中碗蓋 端反形 9.2 3.0 ７１．３３ 楠輔
染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁矩形文?､見込

一重圏線内鈍字文
外:菊花重ね文

白
瀬戸．
美濃系

1808～
申碗Ｘｌ端
蹄の蓋

9５ 表採 表採 申碗蓋 端反形 (8.8） 2.6 46.64 嬢翰
染付
呉須･透明紬

筆描
内:口縁連続文､見込一重

圏線内丸文(鳥文）
外:丸文(鳥文）

白
厨一堂
角に

肥前系 1820～
騨息幡
鴫彫曜

9６ 4溝北壁
4号溝状
遺構

中碗蓋 腰張形 (１０．１） 2.5 1６．１５ 糠穂
染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

暇矩形文?､見込一重鴎
椿文？

白
瀬戸．
美濃系

1808～
中碗Ⅲ飯
碗形の蓋

9７ 4溝473
4号溝状
遺構

1噸蓋 腰張形 (9.9） [2.1］ 20.13 械植
染付色絵
呉須･透明紬

筆描
上絵付

内
外

ﾛ細方融､見込通鰯
唐草文､草花文

白 肥前系
１７４０～

1８００

中碗Ⅲ飯
碗形の蓋

9８ 4溝3９
溝状

遺構
中碗蓋 腰張形 (１０．６） [1.9］ 1５．３０ 糠嫡

染付
呉須･透明紬

筆描
内
外

口縁雷文､見込一重闇線
花文､烏文

白
瀬戸．
美濃系

1808～
中碗Ⅲ飯
碗形の蓋

9９ 表土剥ぎ 表土剥ぎ 急須蓋 丸形 7.2 2.0 32.62 擬轍貼付
内
外 草文､鳥文

白
瀬戸．
美濃系

明治以降
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図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法盤(畑)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重批

(９）
成形

装飾技法

絵付･軸薬 装飾 文様
胎土色 刻印･銘

製作

産 地 年代
備考

1３１ 5溝２
5号溝状
遺構

小鉢 Ⅵ腰折形 [4.9］ (5.4） 73.89
糠 穂 削 り

一
口

一
局 鉄紬

内
外

灰
瀬戸．
美濃系

１３２ 5溝３
5号溝状
遺構

大鉢
II-E農丸形
底狭､鍔縁

(39.6） 1１．７ (13.0） 1044.00
棲篭削り高台
見込目跡4～ 白泥鉄軸

内
外

三島手
腰部刷毛目

褐
肥前系
唐津

１６５０～

1700
象縦

1３３ 4燐１３２
4号溝状
遺構

餌備鉢
Ⅳ口縁外
帯三段

(１０．０） [7.6］ 149.00 穣穣
鉄軸

内面櫛目
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

l8C中葉～

1３４ 4溝408
4号溝状
遺構

播鉢
Ⅶ折縁形
口縁外帯広

1１５．００ 糠鐘
鉄紬

内面櫛目
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

l8C中葉～

1３５
4井戸
一括

4号井戸 練鉢 Ｉ玉縁 [4.3］ (9.1） 1４４．００
棲篭削り間台
見込目跡2～ 灰紬

底部無紬
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

1750～

1８６０

1３６ 4溝北壁
4号溝状
遺構

握鉢
Ⅱ把手無
し

(27.8） 1２．５ 1２．２ 985.00
蔑穂削り高台
見込目旅～ 灰紬

高台無袖
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

1800～

１３７
4溝一括．
2石組２

4号繊適
構・2諦渠

手ﾎ鉢
１口縁捻
返し形

(24.0） [6.1］ 1００．２７ 穣糖
白泥縁紬灰紬

内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

1800～

１３８
4井戸
一括

4号井戸 火入
i-C桶形､切
込腰篭高台 [4.8］ (18.0） 1６１．００ 穣穂

灰紬
内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

18唯半～

1３９ G-3G一括 G－３Ｇ 香炉
Ｉ有三足
半筒形

[3.3］ (8.0） 1１０．００ 穣種貼付
鉄軸

底部内
面無軸

内
外 半菊状の鏑文 黄白

瀬戸．
美濃系

1720～

1７８０

1４０ 4溝463
4号溝状
遺構

香炉
Ⅷ有三足
翌形

(１６．３） [6.2］ 49.03 穣穂
緑軸

陽刻文様
内
外 草文

黄白
瀬戸．
美濃系

I9C初頭～

1４１
4溝73.
111.264

4号溝状
遺構

火鉢？ Ⅲ円筒 [5.5］ 35.93 雑種 陽刻文様
内
外 松文､樹木文

黄土 瓦質

1４２ 4溝258
4号溝状
遺構

師;1コ
Ｉ半筒形
環摘み

(4.2） 2.5 (5.1） 1７．３２
穣鐘環摘
み付 灰紬

底部黒軸
内
外 灰白

瀬戸．
美濃系

１７５０～

1860

１４３
4溝120.
164.172

4号溝状
遺構

小謹
Ｉ胴丸形
輪高台

(16.0） [7.6］ １３３．００ 紐造り
鉄紬黒紬

流し掛け
内
外 黒紬流し

黄白
瀬戸．
美濃系

l9C初頭
～中葉

1４４ 4溝133
4号溝状
遺構

中誕
1Ｖ謹形無
高台

(22.8） [15.2］ 1８２．００ 紐造り
鉄紬灰紬

ﾛ騎灘
雁凱謝

内
外 灰軸流し

淡褐
瀬戸。
美濃系

明治以降

1４５ 4溝122
4号溝状
遺構

喪
Ⅳ斐形無

一
口

一
局

(26.9） [4.3］ 5１．５１ 紐造り
鉄袖灰紬

墨流し
内
外 黒軸流し

灰
瀬戸．
美濃系

1４６ 2石組１ 2号暗渠
水誕
(鉢）

Ｉ深め [5.7］ 3８．１３ 糖櫨
緑紬鉄紬

陽刻文様
内
外 雲竜文

黄白
瀬戸．
美濃系

l9C初頭
~中葉

1４７ 4溝5６
4号溝状
遺構

小瓶
Ⅳ鴬肩形噸
断面T輔？

[8.5］ 62.06 穣櫨
灰紬

内
外 灰

瀬戸．
美濃系

l8C中葉～
l9C初頭

1４８ 4溝148
4号溝状
遺構

小瓶
噸

[9.1］ (5.4） 77.05
糠種削り

｛
ロ

一
局 灰紬

内
外 灰 肥前

1４９
4溝35.
107.139

4号溝状
遺構

小瓶 (3.2） [6.8］ 2４．１５ 把手貼付
黒紬鉄紬

墨流し
内
外

黒紬流し
黒紬流し

暗褐

1５０
4溝382.
385.460

4号溝状
遺構

中瓶
Ⅸ-Ｂぺこ

ん形､鶴首
力伽

(2.4） [12.2］ 235.00
犠穂胴部
押圧 鉄紬

内
外 灰

瀬戸．
美濃系

1780～

1５１ 4溝9３
4号溝状
遺構

瓶
IX-Bぺこか

ん形､鶴首
[8.3］ (5.1） 93.48

穣績胴部
押圧 鉄紬

底部無袖
内
外 灰

瀬戸．
美濃系

1780～

1５２
4溝420.
460

4号溝状
遺構

中瓶
Ⅸ-Ｂぺこか

ん形､鶴首
[6.7］ 6.5 148.00

穣篭胴部
押圧 鉄紬

内
外 褐

瀬戸．
美濃系

1780～

1５３
●

毎
Ｊ
’
６

８
Ⅱ
Ｌ

ｎ
〃
厩
】

蝉
志
唾
稚

凸
、
里
凸

267

4号溝状
遺構

鳳瀞Ｉ
II-A鳶口
形､鳶口小

[13.0］ 43.27 穣鐘
灰紬

内
外 黄白

京・
信楽系

1800～

1５４
ロ

3５

卿5.230
256.287.3

4号溝状
遺構

澗瀞Ｉ
Ⅲ-A鳶口
形､鳶口

[12.5］ 6.3 92.97 穣鐘
鉄絵
灰紬

底部無軸
内
外 灰

京・
信楽系

1800～

155 B区一括 B区 仏花瓶 Ⅶ立鼓形 [5.1］ 4.4 78.35
糠穂削り

｛
ロ

ー
筒 鉄紬

底部無袖
内
外 灰

瀬戸．
美濃系

l8C中葉～

1５６ 4溝１８３
4号溝状
遺構

土瓶 Ｖ胴折形 (7.0） [7.2］ 48.33 穣鐘貼付
鉄絵緑紬
白泥透明紬

底部無軸
内
外 草花文

茶 l9C中葉～

1５７ 4溝7６
4号溝状
遺構

土瓶 Ｉ丸形 (6.1） [4.1］ 1２．７１ 穣穂
鉄絵白泥
灰軸

飛飽
内
外 花文？

灰 明治以降
158と同
一個

158 A区一括 A区 土瓶 Ｉ丸形 (6.1） [4.2］ 1５．０６ 穣鐘
鉄絵白泥
灰紬

飛飽
内
外 花文？

灰 明治以降
157と同
一個

1５９
4溝65.
93.244

4号溝状
遺構

土瓶 Ｉ丸形 (１０．０） [8.7］ 6９．１５ 薙植貼付
鉄絵白泥
透明紬

内
外 雪持花弁文

黄白 明治以降

1６０
4溝309.
457

4号溝状
遺構

土瓶
Ⅶ三足イ

キ丸形
4.9 9.0 5.2 134.00 薙糖貼付

灰紬
腰下無紬

内
外 灰 l9CI陳～

1６１
購44.103.
368.369

4号溝状
遺構

土瓶 Ｉ丸形 (8.0） [11.6］ 264.00 嬢鐘貼付
うのふ紬

腰下無袖
内
外 黄白 l9c中葉～

1６２
4溝47.
158

4号溝状
遺構

土瓶 Ｉ丸形 (6.5） 1０．２ (6.7） 300.00 糠穂貼付
緑軸

腰下無紬
内
外 灰 l9C中葉～

腰下煤
付着

1６３
4溝33.
９１

4号溝状
遺構

土瓶 Ｉ丸形 (7.7） [12.4］ (8.2） 290.00 糠植貼付
鉄紬

イッチン
内
外 灰白 I9C中葉～

1６４
4溝313.
452

4号溝状
遺構

土鍋
1-Ａ丸形三
足､紐状双耳

1５．２ [5.6］ 27.50 糠鐘貼付
鉄軸

腰下鴬紬
内
外 黄白 l9C中葉～

内面．
外面煤
付着

1６５
4溝17.
124

4号溝状
遺構

土鍋
1-A丸形三
足､紐状双耳

(14.0） [5.6］ 53.11 雛糖貼付
鉄紬

腰下無紬
内
外 灰白 l9c中葉～

1６６
4溝131.
132.220

4号溝状
遺構

土鍋
1-城形三足
織双耳？

(16.0） [5.7］ 93.34 穣篭
鉄紬

腰下無紬
内
外 黄白 l9C中葉～

外面煤
付着

1６７ 4溝8５
4号溝状
遺構

土鍋
1-A丸形三足、
織頗？

(１９．０） [7.1］ 90.93 糠篭
鉄紬

腰下無袖
内
外 黄白 l9C中葉～

外面煤
付着

1６８

4撒l'M，
閲･'07‘191.

192.393

4号溝状
遺構

土鍋
l-C丸形三
足､環状双耳

(19.2） [6.4］ 72.29 穣篭貼付
白泥鉄紬

内
外 灰 明治以降

外面煤
付着

1６９
職2４．４１．
147.262

4号溝状
遺構

行平 Ｉ丸形三足 (１４．６） 7.4 (5.7） 227.00 穣糖貼付
灰紬

腰下無紬
内
外 灰

京・
信楽系

1780～

1７０ 4瀧3０
4号溝状
辿構

行平 ｌ丸形三足 (１２．０） [5.1］ 54.20 糠植
鉄軸

飛飽腰
下無紬

内
外 褐 ’飴以降

外面煤
付着

1７１ 4溝１２８
4号溝状
遺構

乗燭
1-3鮒たんころ
敢豊鍵砿

5.6 ６．１ ４．８ 9７．１０
糖篭回転糸
切り貼付 鉄紬

底部無袖
内
外 褐

瀬戸．
美濃系

l8C後半～

1７２ 7瀧７
７号溝
状遺構

乗燭
1-3鮒たんころ
激高鶏賄

[3.4］ 3.6 22.47
穫篭回転糸
切 鉄紬

底部無紬
内
外 灰

瀬戸．
美濃系

l8C後半～

173 4溝144
4号溝状
遺構

ン
一
フ

カ
テ

Ⅱ片口後
手形

4.7 3.6 ４．４ 77.80
糠穂削り
高台貼付 灰紬

腰下無紬
内
外 灰白

京・
信楽系

1800～

1７４
3井戸
一括

3号井戸
灯明
受皿

(8.1） 1.6 (3.6） 1５．３３ 穣穂貼付
鉄紬

内
外 黄白

瀬戸．
美濃系

18唯半～

1７５
表採.
4溝241

表採・4号
溝状遺構

灯明
受皿

(１０．４） [2.2］ 28.90 糠糖
鉄紬

内
外 灰 l8C後半～

1７６ 4溝8９
4号溝状
遺構

灯明
受皿

IV-3蕊能､iii
説諭測趣

[4.2］ 4.9 69.36 糠穂貼付
灰軸

底部無紬
内
外 灰白

京・
信楽系

1800～

１７７ 4溝１４５
4号溝状
遺構

ｶﾝﾃﾗ蓋 平蓋 4.9 １．３ 1６．２７ 穣篭貼付
灰紬

丸平摘み
内
外 灰白

京・
信楽系

1800～

1７８ 4溝355
4号溝状
遺構

t瓶蓋 山蓋 6．１ 1．６ 30.83 械鐘貼付
白泥灰軸

●
●
ｅ
■

内
外 灰 l9CI蝶～
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図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法iit(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重量

(９）
成形 胎質 胎土色

製作

産地 年代
備考

１８７ 4溝190 4号溝状遺構
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ穂篭成形､見込
平坦･底広

4.4 1．１ 3.4 1５．５３ 穣植底左回転糸切り 土師質 褐 在地系 l8C～

188 5溝７ 5号溝状遺構
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ穣頓成形､見込
平坦･底広

4.8 ０．９ 3.3 1５．６３ 糠輔底静止糸切り 土師質 赤褐 在地系
17C後半～
l8C初頭

189 5溝８ 5号溝状遺構
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ輔糖成形､見込
平坦･底広

5.5 1．２ 3.8 25.55 穣植底静止糸切り 土師質 褐 在地系
l7C後半～
18C初頭

１９０ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ穣植成形､見込
平坦･底広

(5.8） 1.0 (4.0） 1５．８６ 穣植底静止糸切り 土師質 褐 在地系 １８C～

1９１ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ穣植成形､見込
平坦･底広

(6.6） 1.4 (4.0） 23.79 糠植底静止糸切り 土師質 褐 在地系 18C～

1９２ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
極小皿

Ⅳ-Ａ穣植成形､見込
平坦･底広

7.0 0.9 4.9 ４１．４９ 穣穂底右回転糸切り 土師質 褐 在地系 l8C～

1９３ 2井戸一括 2号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ穂頓成形､見込
平坦･底広

(9.0） 2.2 6.0 ６１．５５ 穣植底左回転糸切り 土師質
暗茶
褐

在地系 18C～

1９４ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ嬢植成形､見込
平坦･底広

1０．５ 2.2 8.0 149.00 穣穂底右回転糸切り 土師質 褐 在地系 l8C～

1９５ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ瀧輔成形､見込
平坦･底広

(9.8） 2．１ (7.0） 48.60 穣穂底右回転糸切り 土師質 褐 在地系 18C～
口縁煤
付着

1９６ 4溝422 4号溝状遺構
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ穣植成形､見込
平坦･底広

9.3 1.7 7.0 83.71 穣植底左回転糸切り 土師質 赤褐 在地系 l8C～

1９７ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ｂ２穣篭成形､内壁
立上がりに溝浅め

(１０．０） 1.9 (6.2） 42.85 穣植底右回転糸切り 土師質 褐 在地系 18C～

1９８ 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ｂｌ穣植成形､内壁
立上がりに溝深め

(１０．４） 1.6 (5.7） 1４．５８
穣頓底右回転糸切
り？

土師質 淡褐 江戸？ l8C～幕末

1９９ G-6G一括 G-6G
かわらけ
小皿

腰部に稜あり (１０．０） 2.2 38.89 穣植底静止糸切り 土師質 赤褐 在地系
l7C後半～
l8C初頭

200 F-8G一括 F-8G
かわらけ
小皿

1２．６ 2.8 6.8 1４４．００ 穣櫨底右回転糸切り 土師質 褐 在地系
l6C中葉～
後葉

2０１
3井戸一括．
F-8G一括

3号井戸．
F-8G

かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ穣植成形､見込
平坦･底広

(１３．２） 2.4 7.4 83.67 穣植底右回転糸切り 土師質 褐 在地系
l6C中葉～
後葉

202
7溝一括．
G-6G一括

7号溝状遺構。
G－６Ｇ

かわらけ
小皿

Ⅳ-Ｂｌ穣穂成形､内壁
立上がりに溝深め

(12.4） 3.2 6.8 ５１．７３ 穂輔底部渦巻状沈線 土師質 赤褐 江戸？ 1700～

203 3井戸一括 3号井戸
かわらけ
小皿

Ⅳ-Ａ穣頓成形､見込
平坦･底広

[1.5］ (8.0） 60.05 穣舗底右回転糸切り 土師質 赤褐 在地系 l8C～

204 Ｈ－７Ｇ一括 Ｈ－７Ｇ 灯明皿
m-A平形器壁厚め、
目跡無し

9.2 2.4 5,6 １２４．００ 穣穂底静止糸切り 土師質 赤褐 在地系
l7C後半～
18C初頭

口縁煤
付着

205 5溝６ 5号溝状遺構 灯明皿
Ⅲ-Ａ平形器壁厚め、
目跡無し

9.7 2．１ 5.0 ８１．６８ 穣穂底静止糸切り 土師質 褐 在地系
17C後半～
l8C初頭

ﾛ緑･切込
部煤付蒜

206 3井戸一括 3号井戸 灯明皿
m-A平形器壁厚め、
目跡無し

(１０．０） 2.1 (6.8） 1２．８５ 穣植底右回転糸切り？ 土師質
淡茶
褐

在地系 l8C～
口縁煤
付着

207 4溝351 4号溝状遺構 焼塩壷
Ⅱ-Ａ深桶形板作り
成形､蓋受け大

7.6 9.7 (4.8） 320.00 板作り 土師質 淡燈 泉 １７１６～1７３３
大枠｢洲
麻生脇

208 G-6G一括 G－６Ｇ 焼塩壷
Ⅱ-Ａ深桶形板作り
成形､蓋受け大

(7.8） 9.3 6.2 236.00 板作り 土師質 燈 泉 １７１６～1733
大枠｢洲
麻生｣銘

209 3井戸一括 3号井戸 焼塩壷 U-B獅形緋|ﾘ成形､識け小 (8.0） [5.6］ 67.00 板作り 土師質 燈 泉州？ １７１６～1７３３

２１０ 4溝451 4号溝状置構 焼塩壷 Ⅳ筏桶形･小型麓儲成形 6.0 ５ ５ 3.8 8８ ００ 穂翰底左回転糸切り 土師質 燈 1800～

2１１ 4溝218 4号溝状貰構 焼塩壷 Ⅳ筏桶形･小型蕊穂成形 6.5 ５ ０ 4.6 8７ 0０ 穂穂 土師質 燈 1800～

212 4溝45.331.339 4号溝状固構 焼塩壷 Ⅳ浅桶形･小型穂簡成形 6.1 ４ ５ (4.1） 3５ ００ 穣植 土師質 燈 1800～

213 4溝281.459 4号溝状酋構 焼塩壷 Ⅲ浅桶形糠植成形 [６ 2］ (4.8） 3８ 0０ 穣輔 土師質 燈 1800～

２１４ 4溝167 4号溝状遺構 火鉢 Ｉ口縁内肥厚形 [７ 2］ 1６５ 0０ 穣植 土師質 褐 在地系 1780～

215
4溝１１５．
１１９．３４７

4号溝状遺構 火鉢 Ⅱ胴丸形 1７．０ 9.3 1５．６ 992.00 穣頓三足貼付 土師質 褐 在地系 １７８０～
蛎識瓶
職鋤『

216 6井戸一括 6号井戸 火鉢 Ⅱ胴丸形？ [2.3］ (9.2） 4７．７６ 嬢績三足貼付 土師質 赤褐 在地系 1780～

２１７ 3井戸一括 3号井戸 火鉢 Ⅶ長方形？ 3１２．００ 板作り四足貼付 瓦質 灰 在地系 l8C後葉～

２１８
4溝60.106。
229

4号溝状遺構 火鉢 Ｘ変形？ [2.0］ (7.0） 97.45 紐作り？ 瓦質 灰 在地系 l8C後葉～
底部円彫
蹄四角形

２１９
４溝1７９．
一括

4号溝状遺構 七厘
Ⅲ-Ｂ胴部窓引戸五
徳･風口合体､方形

20.4 5１２．００ 外 タ タ ラ ミ ガ キ 土師質 褐 l8C後半～
内面･外
面煤付着

220 4溝277 4号溝状遺構 規炉 [１０．０］ 1８８．００ 外 タ タ ラ ミ ガ キ 瓦質 暗灰 l8C後半～

2２１ I-9G一括 4号溝状遺構 七厘？ [12.2］ 339.00 外タタラミガキ 瓦質 暗灰

222 4溝7６．１３７ 4号溝状遺構 七厘
Ⅱ-Ａ胴部窓内面さ
な受け､筒形

[13.2］ 247.00 穣植 土師質 褐 l8C後半～
緬鯉ズ
偏振’）

223 4溝201 4号溝状遺構 さな Ｉ円盤形 1.4 60.99 土師質 褐 在地系 近世

224 7溝1００ 4号溝状遺構 中喪 Ⅵ口縁断面γ字形 (39.8） [2.3］ 128.00 紐作り 土師質 黒褐 在地系 近世

225 4溝370 4号瀧状遺構 中蝿 Ⅵ口縁断面γ字形？ 78.86 紐作り 土師質 褐 在地系 近世

226 4溝225 4号溝状遺構 中誕 (22.5） [4.0］ 3３．１４ 穣篭ミガキ 瓦質 灰 在地系 近世

227 4溝5８ 4号溝状遺構 中喪 102.70 土師質 褐 在地系 近世
外面鋸歯
状刷毛目

図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
法li(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重堂

（９）
成形

装飾技法

絵付･紬薬 装飾 文様
胎土色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

1８３ 4溝265
4号溝状
遺構

小皿
Ⅳ平形無
高台輪花

(8.6） 1．３ (4.4） 3．９０ 型作り
鉄泥

型打ち陽
刻文

内
外 海老文

灰 備前系 1800～
184と
同一？

184 4溝315
4号溝状
遺構

小皿
Ⅳ平形無
高台輪花

[０．９］ 6．４３ 型作り
鉄泥

型打ち陽
刻文

内
外 海老文

灰 備前系 1800～
183と

同一？

1８５ 7溝２
7号溝状
遺構

播鉢
XIp縁外帯三段
深め縁内凸帯大

(32.6） [8.3］ 188.00 穣植 内面櫛目
内
外

見込櫛目
赤褐 堺系 1800～

1８６
4溝464.
5溝１

4号溝状
遺構

播鉢 [5.3］ (14.0） 1４６．００ 穣頓 内面櫛目
内
外

見込櫛目三角状？
赤褐 堺系 1800～

図版
番号

登録番号 出土地点 器種 形状特徴
怯批(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重量

(９）
成形

装飾１

絵付･紬薬 装飾

支法

文様
胎士色 刻印･銘

製作

産地 年代
備考

1７９
4溝196.
332

4号溝状
遺構

士閥蓋 山蓋 8．１ 3.1 48.25 穣植貼付
白泥？緑紬

菊花摘み
内
外 黄白 l9C中葉～

180 4溝226
4号溝状
遺構

t瓶蓋 山蓋 8.3 2.5 48.71 穣植貼付
鉄絵緑紬
白泥透明紬

丸摘み
内
外 五弁花状文

褐 l9C中蕊～

1８１
4溝2．
３．１４１

4号溝状
遺構

土瓶蓋 山蓋 1２．０ (2.9） １４５．００ 雛植貼付
呉須
白泥透明紬

丸平摘み
陶胎染付

内
外 青海波文､笹文､?文

黄白
瀬戸．
美濃系

l8C後葉～

1８２ 4溝2７
4号溝状
遺構

行平蓋 端反形 (16.0） [4.0］ 1５．０２ 聴穂
鉄紬

飛飽輪
摘み

内
外 褐 l9C中葉～



図版
番号

228

229

230

2３１

２３２

233

234

５

236

237

238

239

登録番号

4溝6３

4溝231

4溝１３０

3井戸一括

3井戸一括

5井戸１

5溝５

4溝55.154.
225.353

4溝370

3井戸一括

4溝261.
6士一括

A区一括

出土地点 器種

4号溝状遺構 中喪

4号溝状遺構 土釜

4号溝状遺構 土釜

3号井戸 培焔

3号井戸 培焔

5号井戸 培焔

5号瀧状遺櫛 培焔

4号溝状遺構 培焔

4号満状遺構 鍋

3号井戸 焼塩詣蓋

4号溝状遺構．
6号土坑

焼塩壷蓋

A区 播鉢

形状特徴
法盆(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

Ｉ羽釜形？

Ｉ羽釜形？

１－Ａ有耳･底平坦．
深め､耳が内壁

(30.4） 6.0 (26.7）

１－Ａ有耳･底平坦．
深め､耳が内壁

(32.0） 7.0 (27.8）

１－Ａ有耳･底平坦．
深め､耳が内壁

(32.4） 5.5 (26.0）

１－Ａ有耳･底平坦．
深め､耳が内壁

(28.4） 6.4 (24.4）

Ⅱ有耳･底平坦･浅め (29.3） ４．２ (26.8）

口受有 (8.7） 2.3 8.2

口受無 [０．７］

重戯

(９）
成形 胎質

１１１．００ 土師質

1７．２７ 瓦質

1６．５９ 瓦質

220.00 穂植 土師質

1３０．００ 糠篭 土師質

90.22 糠轍 士師質

248.00 糠憾 土師質

242.00 雛鏑 土師質

48.55 穿孔2ヶ所あり 土師質

1１６．００ 板作り内布目 土師質

1１．６４ 板作り 土師質

1８６．００ 糠鐘 土師質

胎士色
産地

褐 在地系

灰 在地系

灰 在地系

褐 在地系

黒褐 在地系

褐 在地系

褐 在地系

褐 在地系

褐 在地系

褐 泉州

褐

褐 在地系

製作

年代

近 世

近世

近世

l6C中葉～
後葉

l6C中葉～
後葉

l6C中葉～
後葉

l6C中葉～
後葉

l8C中葉～

近世

1700～1780

1800～

備考

外面鋸歯
状刷毛目

瓶型触
(亀甲黙）

外鯉押文
(亀甲鰐）

底部煤
付着

押印？

見込櫛
目クロス

Ⅲ－２０遺物

図版
番号

240

2４１

242

243

244

245

246

247

248

249

250

2５１

登録番号

4溝322

4溝8２

４溝394

４溝304

４溝232

4溝1０５．
３１２．４４１

４溝382

４溝253

４溝5２

4溝8２．
3溝一括

４溝145

2井戸一括

出土地点

4号溝状
遺構

４号溝状
遺櫛

４号溝状
遺構

４号溝状
遺構

4号溝状
遺櫛

４号溝状
遺構

４号溝状
遺栂

４号溝状
遺構

４号溝状
遺構

４号溝状
遺構

4号溝状
遺構

２号井戸

種別

笛

《ﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

《ﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

iﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

《ﾆﾁｭｱ

ﾐﾆﾁｭｱ

模造
銭貨

軒丸瓦

図版
番号

252

253

登録番号

３井戸一括

３井戸一括

軒桟瓦

図版
番号

254

255

256

257

丸瓦

図版
番号

258

259

260

平瓦

図版
番号

2６１

262

263

棟瓦

図版
番号

264

登録番号

7溝3０

7溝一括

7溝3３

7溝2９

登録番号

3井戸一括

６井戸一括

６井戸一括

登録番号

３井戸一括

３井戸一括

４溝1７１

登録番号

7溝一括

出土地点

３号井戸

３号井戸

出土地点

7号溝状遺構

７号溝状遺構

７号溝状遺構

７号溝状遺構

出土地点

３号井戸

６号井戸

６号井戸

出土地点

３号井戸

３号井戸

４号溝状遺構

出土地点

７号溝状遺構

形状･ﾓﾁー ﾌ
法盆(c､)[現存値](推定値）

口径 器高 底径

重量

(９）
成形

装飾技法

絵付･紬薬 装飾 文様

鳩笛 長[3.1］ 幅[1.7］ 厚[2.1］ 6．００ 上下型合せ 透明紬

卸皿？ 5.7 ４．５ 0.7

碗？ [1.6］

水注？ [1.8］

水注？ [０．８］ 2.5

土瓶Ⅱ算盤
玉形

(2.7） 3.6 (2.8）

土瓶

土鍋１－Ａ丸形
三足､紐状双耳

7.0 2.6 2.6

土鍋１－Ａ丸形
三足､紐状双耳

(7.0） 2.9 (2.6）

行平 (8.0） 4．１ 3.8

山蓋 3.2 0.9

1１．２５

1．２１

1．３２

5．１６

36.65

5．２７

29.88

20.82

55.40

7．１４

型押

型押

穣穂貼
付

上下型合
せ貼付

糠穂貼
付

穣鐘貼
付

穣糖貼
付

手握ね

透明紬

透明紬

緑紬
灰紬

透明紬

鉄紬

鉄紬

灰紬

腰下無
紬

腰下無
紬

腰下無
紬

内：見込櫛目

外：鋸歯状文青
海波文

外：亀甲繋ぎ

外：把手部菊花
状文

南錬二朱銀の
模造

長2.1 幅1.2 厚0.2 1．１０

種別 分類
法量(c､)[現存値](推定値）

体部高 瓦当径 文様径 瓦当厚さ
重量(９）

丸瓦 軒丸瓦 [2.0］ [7.4］ [5.3］ 2.6 270

丸瓦 軒丸瓦 [1.4］ [5.0］ [2.9］ 2.3 1４２

法量(c､)[現存値](推定値）

種別 分類
全長

小巴

全幅 文様径 文擬区径 文横外幅 文様厚

垂れ区

垂れ区長さ 垂れ区幅

重量(９）

桟瓦 軒桟瓦 [3.2］ [11.4］ 7.6 5.5 0.9 1．７ [1.9］ [4.3］ 242

桟瓦 軒桟瓦 [2.2］ [7.7］ [5.4］ [4.2］ 1．２ 9８

桟瓦 軒桟瓦 [2.4］ [8.1］ 8．１ 2.0 １８１

桟瓦 軒桟瓦 [92.5］ [7.8］ 7.4 5.7 1．０ 1．５ 282

種別 分類
法量(c､)[現存値](推定値）

全長 全幅 厚さ 玉縁長さ 高さ
重量(９）

丸瓦 丸瓦 [１０．０］ [6.2］ (2.1） [7.3］ ２１０

丸瓦 丸瓦 [21.8］ 1５．２ 1．９ 4．３ 7.4 990

丸瓦 丸瓦 [15.3］ [11.2］ 2.0 ８．０ 490

種別 分類
法量(c､)[現存値](推定値）

全長 全幅 厚さ
重量(９）

平瓦 平瓦 [8.0］ ［9.1］ 1．９ 1４０

平瓦 平瓦 [8.5］ [12.3］ 1．９ 225

平瓦 平瓦 [15.2］ [18.8］ 1．４ 530

種別 分類
法盈(cIn)[現存値](推定値）

全長 瓦当径
重量(９）

棟瓦 あご付棟瓦 [7.5］ 1１．４ 605

Ⅲ－２２遺物 覧表（石製品）

図版
番号

265

266

267

登録番号

4溝436

４溝273.361

4溝326

出土地点

４号溝状遺構

４号溝状遺構

４号溝状遺構

種別 形状特徴

硯 長方形

硯の蓋？

凹石 １カ所凹みあり

法鼓(cn')[現存値］

長 幅 厚
重量（９）

1４．０ 6.0 2.0 1５８．００

[7.5］ [7.6］ [2.9］ 47.31

8.7 7.6 4.5 388.00

1５

胎質 胎士色

土師質 褐

土師質 赤褐

土師質 褐

土師質
淡黄
褐

土師質 黄白

陶質 灰

土師質 褐

陶質 灰

陶質 灰

土師質 褐

陶質 灰白

土師質 褐

文様

左巻三巴

右巻三巴

文様

左巻三巴
連珠1２

左巻三巴

なし

右巻三巴
連珠1３

文様

文様

文様

左巻三巴

石質

粘板岩

砂岩

安山岩

製

製作地

作

製作年代
備考

l９Ｃ

在地系 l９Ｃ
内面･外面

付諭

京都

l９Ｃ

l９Ｃ

l９Ｃ

l９Ｃ

在地系 l９Ｃ
内面･外面
難付諭

l９Ｃ

l9C後半

胎土 備考

胎土 備考

金雲母少
赤色粒子多

胎士

金雲母少

胎士

胎士

胎t色

備考

裏面布目痕

裏面布目痕

裏面布目痕
後部面取有

備考

備考

備考

灰 丘著しく摩耗

灰 ｢庄」銘



図版
番 号

268

269

270

2７１

272

273

274

275

276

277

278

279

280

2８１

282

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

3０１

302

303

304

305

306

307

308

309

３１０

3１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８

３１９

320

3２１

322

323

324

325

326

327

328

329

330

3３１

332

333

334

335

336

337

338

339

340

3４１

342

343

344

345

346

347

347-1

登録番号

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

2井戸３段目一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

２井戸３段目一括

3井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

２井戸３段目一括

２井戸４段目一括

２井戸５段目一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

2井戸３段目一括

3井戸一括

3井戸一括

(木製品）①

出土地点
種別

(大分類）

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

3号井戸 衣・容飾

３号井戸 漆器

2号井戸３段目 漆器

3号井戸 漆器

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

３号井戸 漆器

２号井戸３段目 漆器

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

3号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

3号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関僧

３号井戸 食関偶

３号井戸 食関偶

３号井戸 食関偶

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関偶

３号井戸 食関偶

３号井戸 食関僧

３号井戸 食関償

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

２号井戸３段目 食関係

２号井戸４段目 食関係

２号井戸５段目 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３．号井戸 食関係

３号井戸 食関係

６号井戸 食関係

３号井戸 食関係

３号井戸 食関係？

６号井戸 食関係？

2号井戸３段目 衣・容飾

3号井戸 衣・容飾

３号井戸 衣・容飾

器形
(小分類）

椀

椀

椀

傘

曲物

蓋

箱物

箱物

箱物

蓋

？
●

ワ
●

桶

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

膳

膳

膳

膳？

膳？

櫛

下駄

下駄

細分類

丸

丸

丸

丸

丸

丸

丸

丸

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

四角

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(平）

多角(丸）

多角(平）

多角(平）

多角(丸）

多角(丸）

多角(平）

多角(丸）

多角(丸）

多角(丸）

丸

1６

長さ

口径(10.8）

4.9

17.0

１８ ０

[2０ 9］

[2０ 7］

1０ ９

1０ ７

[2４ 3］

1６ ５

2４ ４

2４ ９

2３ ２

2２ １

2０ ６

[１７ 4］

2４ １

2３ ８

2２ ２

2２ ０

2２ ０

2２ ０

2１ ９

2２ ０

2２ ０

2２ ０

2２ ０

2２ １

2２ ０

２１ ８

2１ ９

2０ ８

2０ ６

2０ ８

2０ ７

2０ ９

2０ ９

2０ ６

2０ ４

2０ ７

2０ ８

2０ ２

1６ １

2０ ２

1８ ９

2０ ６

2０ ６

2０ ９

2０ ８

2０ ９

2０ ７

2０ ７

2０ ９

2１ ０

2０ ７

2０ ２

2０ ７

2０ ９

2０ ７

2０ ７

[1２ 5］

[1４ 9］

[9.7］

20.4

2０ ６

2０ ７

2０ ５

2０ ８

[１３ 5］

[1０ 6］

2６ １

3３ ５

3３ ４

[3８ O］

2９ １

4.3

[24.5］

13.3

匙(c､)[現存値](推定値）

最大幅 最大厚

器高[5.9］

器高[2.4］

器高5.4 底径3.7

5.7 4.9

16.9 １．３

4.9 ０ ７

[４ l］ ０ ６

５ ５ ０ ６

４ １ １ ０

３ ４ １ ９

１ ５ １ ５

２ ９ ０ ８

０ ６ ０ ７

０ ７ ０ ７

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ７

０ ７ ０ ７

０ ７ ０ ７

０ ７ ０ ５

０ ６ ０ ５

０ ５ ０ ５

０ ６ ０ ５

０ ６ ０ ４

０ ６ ０ ５

０ ６ ０ ４

０ ５ ０ ５

０ ５ ０ ５

０ ６ ０ ６

・０ ６ ０ ６

０ ５ ０ ５

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ５ ０ ７

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ５

０ ７ ０ ５

０ ６ ０ ５

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ５

０ ７ ０ ５

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ５

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ５

０ ６ ０ ５

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ６

０ ７ ０ ５

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ５ ０ ７

０ ６ ０ ５

０ ７ ０ ６

０ ６ ０ ６

０ ７ ０ ４

０ ４ ０ ５

０ ６ ０ ６

０ ６ ０ ５

０ ８ ０ ７

12.3 １ ０

4.6 １ ７

４ ７ ２ ０

３ ４ １ ９

４ １ ２ ０

[４ O］ ０ ７

7.7 3.3

7.7 3.3

樹種同定
分析番号

33-Ａ・33-Ｂ

3４

3６

3５

3８

4０

4１

31-Ａ

３１－Ｂ

3１－，

31-Ｃ

4４

8５

4２

4８

8０

103

l９－Ｂ

備考

274~278同じ製品か？

先端加工

先端加工

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

脚部

脚部

脚部

膳の部品か？



Ⅲ－２４遣物一覧表（木製品）②
図版
番号

347-2

348

348-1

348-2

349

350

3５１

352

353

354

355

356

357

358

359

360

3６１

362

363

364

365

366

367

368

369

370

3７１

372

373

374

375

376

377

378

379

380

3８１

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

400

4０１

402

403

404

405

406

407

408

409

４１０

４１１

４１２

４１３

414

４１５

416

417

418

419

420

421

422

423

424

登録番号

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

２井戸５段目一括

2井戸一括

2井戸５段目一括

3井戸一括

3井戸一括．

3井戸一括

２井戸５段目一括

2井戸５段目一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

６井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

１井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

２井戸５段目一括

２井戸５段目一括

２井戸５段目一括

2井戸５段目一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

2井戸５段目一括

２井戸５段目一括

6井戸４段目一括

2井戸５段目一括

2井戸５段目一括

2井戸５段目一括

2井戸５段目一括

2井戸５段目一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

６井戸一括

６井戸一括

2井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

４井戸一括

６井戸一括

６井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

２井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

2井戸４段目一括

出土地点
種別

(大分類）

3号井戸 衣 容飾

３号井戸 衣 容飾

３号井戸 衣 容飾

３号井戸 衣 容飾

３号井戸 衣・容飾

２号井戸５段目 容器

２号井戸 容器

２号井戸５段目 容器

3号井戸 容器

3号井戸 容器

3号井戸 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

３．号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

６号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

１号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

３号井戸 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

６号井戸４段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

２号井戸５段目 容器

６号井戸 容器

３号井戸 農耕・生業

３号井戸 農耕・生業

3号井戸 遊玩具

３号井戸 遊玩具

３号井戸 遊玩具

３号井戸 喫煙具

３号井戸 武器・武具

６号井戸

６号井戸

2号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

４号井戸

６号井戸

６号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

２号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

２号井戸４段目 不明製品

器形
(小分類）

細分類

下駄

下駄

下駄

下駄

下駄

柄杓

柄？

柄？

箱

栓

栓

釣瓶

桶

樽蓋

樽蓋

桶底板

桶底板

桶蓋

桶蓋

桶蓋

桶底板

桶底板

桶底板

桶底板

桶底板

桶底板

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

曲物

箆

箆

将棋の駒

人形

人形

羅宇？

刀鞘

模

襖

模

襖

模

模

模

模

模

模

襖

模

模

模

襖

襖

模

襖

模

模

模

模

木札

1７

法鎚(c､)[現存値](推定値）

長さ 最大幅 最大厚

[13.6］ 7.5 3．１

[23.8］ 6.7 3.6

12.7 6.7 3.6

[13.3］ [5.3］ [2.7］

曲物径6.6 曲物深5.8 全長39.0

[１４．７］ 3.2 3.4

28.5 3.8 3.3

37.6 [１８．３］ 1．６

8.2 4.4 4.3

7.2 4.5 5.1

[27.6］ [21.1］ 側[1.8］底2.4

28.9 [23.1］ 側２．７底2.4

45.0 (45.3） 2.2

32.0 [25.2］ 2.0

27.6 28.2 1．７

1４．６ [１１．７］ １ ０

[18.5］ 5.4 １ １

[30.5］ [6.4］ １ １

30.4 [6.1］ １ １

29.1 9．１ 3．１

[31.4］ [5.5］ １．１

22.8 5.6 1.5

[27.0］ 6.3 1．１

３１．３ 11.9 1.5

28.7 [4.5］ 1．４

[12.4］ [１２．４］ 0.8

1４．８ [4.5］ 0.3

1３．４ [8.6］ 0.5

28.3 8.0 0.3

31.7 4.9 ０．３

28.2 3.3 0.3

[29.6］ 2.4 0.4

40.0 3.0 0.5

[15.4］ [4.8］ 0.3

[47.0］ 7.4 0.5

[14.8］ [4.7］ 0.2

23.0 4.4 0.3

2６ ７ 4.5 ０ ３

2９ ８ [５ O］ ０ ５

[2７ 9］ [６ 3］ ０ ３

[2６ 7］ ７ ５ ０ ４

[3１ 6］ ４ ０ ０ ３

[2７ 3］ [６ 7］ ０ ２

[2７ O］ ０ ８ ０ ２

1９ ９ ２ ８ ０ ７

2１ ５ ３ ４ ０ ３

2.8 ２ ４ １ ０

5.6 １ ４ 1 ９

２１．７ 1 ５ １ ７

6.0 １ ７ １ ４

27.5 ２ ８ 1 ６

2３ ７ ３ ８ １ ９

2０ ２ ３ ４ ３ ０

1４ ７ ２ ６ ２ ２

1４ ２ ３ Ｉ ２ ４

1４ ８ ２ ６ ２ ５

1３ ７ ２ ７ ２ １

1４ ５ ２ ８ ２ ５

1４ ６ ３ ０ ２ ０

[1１ 9］ ２ ０ ２ １

[1０ O］ ３ １ ２ ０

7.9 1 ６ １ ５

1５．１ ３ ０ ２ ０

1２．９ ２ ０ １ ２

1１．３ ２ ６ ２ ５

1０．０ ２ ２ １ ６

7.0 ２ ７ １ ７

1１．６ ０ ８ １ ５

[8.9］ １ ２ ０ ５

８ ４ ３ ５ ２ I

６ １ ２ ２ １ ２

７ ４ [２ l］ １ ３

６ ９ １ ８ ０ ９

[８ 6］ [２ 7］ ０ ８

４ ７ ４ ７ １ １

５ ９ [３ 3］ ０ ６

1０．８ 1 ５ ０ ５

[１０．０］ １ ２ ０ ４

[5.1］ １ ７ ０ ３

[12.4］ １ ０ ０ ９

樹種同定
分析番号

１９－Ａ

l9-D

l９－Ｃ

3７

3０

5６

22-Ｂ

2９．２７

2８．２６

2３

22-Ａ

2４

２１

22-Ｃ

8６

25-Ａ

8９

4３

5１

5５

2０

9５

5２

6２

８１

9６

5７

備考

曲物

姐板に転用

側板・底板

側板・底板

猿？

焼成痕

文字あり

焼成痕

焼成痕



Ⅲ－２５遺物一覧表（木製品）③

図版
番 号

425

426

427

428

429

430

4３１

４３２

433

434

435

436

４３７

438

４３９

440

4４１

442

443

444

445

446

4４７

448

449

450

4５１

452

453

454

455

456

457

458

459

460

4６１

462

463

464

465

466

467

468

469

470

4７１

472

473

474

475

476

477

478

479

480

4８１

482

483

484

485

486

487

488

489

490

4９１

492

493

494

495

496

497

498

499

500

5０１

502

503

504

505

506

507

508

登録番号

2井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

2井戸５段目一括

４井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

2井戸３段目一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

６井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

６井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

2井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

6井戸一括

6井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

2井戸５段目一括

３井戸一括

６井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

９溝一括

６井戸一括

６井戸一括

２井戸５段目一括

６井戸一括

6井戸桶内一括

2井戸一括

2井戸５段目一括

６井戸一括

６井戸一括

５井戸一括

３井戸一括

３井戸一括

3井戸一括

2井戸１段目一括

2井戸１段目一括

3井戸一括

3井戸一括

3井戸一括

３井戸一括

出土地点
種別

(大分類）

2号井戸 不明製品

3号井戸 不明製品

3号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

６号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

３号井戸 不明製品

２号井戸５段目 不明製品

４号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

3号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

２号井戸３段目 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

3号井戸 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

２号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

２号井戸５段目 加工木

３号井戸 加工木

６号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

3号井戸 加工木

9号溝状遺構 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸 加工木

２号井戸５段目 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸桶内 加工木

２号井戸 加工木

２号井戸５段目 加工木

６号井戸 加工木

６号井戸 加工木

５号井戸 加工木

3号井戸 加工木

3号井戸 加工木

３号井戸 加工木

2号井戸１段目 加工木

２号井戸１段目 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

３号井戸 加工木

器形
(小分類）

細分類
長さ

[15.6］

1８ １

1６ ０

[1３ 5］

[1１ 5］

3３ ８

1８ ６

1８ ０

1７ ８

1１ ８

8.8

５ ９

[６ 8］

[５ 9］

４ ４

[２ O］

[15.7］

1４ 1

[2１ 7］

[1８ 6］

[2４ 7］

[1４ 4］

[1３ 8］

5０ ５

4９ ４

4３ ０

3５ ５

7０ ４

6０ ０

[2３ 5］

[2４ l］

1６ ８

1４ ６

1３ ３

1１ ６

1８ ５

[1８ 9］

[4１ 8］

[3１ 4］

2６ ３

2２ ６

[2２ 2］

2０ ７

[1５ 6］

[6.5］

[33.9］

9.5

[9.8］

9.8

1８．３

[2６ 5］

1３ ８

1１ ８

1４ ６

[1１ 9］

1２ ２

2２ ３

1９ ６

2８ ８

3３ ５

3７ ６

4２ ５

[4１ 9］

5６ ０

4９ ３

3３ ９

4０ ５

[2７ 2］

[7４ 4］

6５ ６

5５ ４

5７ ６

[2６ 2］

[2１ 6］

[5９ 8］

木っ端 4.8

木っ端 ９ ０

木っ端 ５ １

木っ端 ４ ５

木っ端 ３ ２

木っ端 ５ ３

木っ端 ５ ０

木っ端 ６ ０

木っ端 ９ ０

1８

堂(c､)[現存値](推定値）

最大幅 簸大厚

1．５ 0.9

１ ０ ０ ９

２ ０ １ ３

1 ２ ０ ８

７ ５ ０ ５

５ ２ １ ０

９ ４ １ ４

５ ０ [０ 9］

５ ４ １ ２

２ ５ １ ４

[15］ ０ ３

２ ８ 1 ８

[２ 5］ ０ ９

[２ 5］ ０ ９

[２ 7］ ０ ２

５ ０ ２ ２

３ ５ ０ ９

３ ３ １ １

１ ４ ０ ９

５ ０ ２ ９

４ １ ２ ６

３ ５ １ ３

３ ０ １ ５

２ ６ ２ １

３ ４ １ ９

６ 1 ５ ８

６ ０ ５ ７

３ ５ ４ ３

３ ５ ２ ８

３ ６ １ ２

１ ７ ０ ６

１ ９ １ ７

３ ５ ０ ９

1 ７ 1 ２

１ ６ 1 １

１ ９ ０ ８

１ ８ ０ ９

３ ４ ２ ８

２ ０ １ ９

３ ５ ２ ７

３ ９ ３ ７

３ ４ ２ ３

２ ８ ２ ６

３ ３ ３ ４

３ ７ ０ ８

1４．９ ４ ８

7.6 ０ ２

[４ 3］ ０ ９

３ ０ ０ ８

６ ０ ０ ５

[８ 6］ ０ ５

[２ 9］ ０ ８

５ ３ 1 ２

８ ８ １ ５

８ ８ ２ ２

[１０．３］ 1．２５

1４．８ 1.1

[１１．２］ ３ ２

[13.0］ ２ ４

[7.1］ ０ ８

6.7 ０ ９

[9.1］ １ １

[6.0］ ０ ８

12.0 ０ ８

1２．６ １ ８

[6.0］ １ ８

[8.5］ １ ８

[9.1］ ２ １

30.2 ２ １

28.5 1 ８

[21.7］ １ ８

[１２．０］ ２ ５

7.4 ２ ５

７ ６ ２ ３

８ ７ ４ ８

５ ６ 1０．１

４ １ 2.4

４ ９ ３ ２

４ ４ １ ９

３ ３ ３ ９

４ ４ ０ ７

３ ８ ０ ８

1３．９ 1 ４

[12.0］ １ ３

樹種同定
分析番号

4６

9２

5０

5４

5３

7５

7６

7４

8８

7８

6０

4７

7７

6５．６６

・９０

8４

9４

4５

6８

8７

9８

9９

9３

備考

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕



図版
番号

509

５１０

５１１

512

513

５１４

５１５

５１６

５１７

５１８

５１９

520

5２１

522

523

524

525

526

527

528

529

530

5３１

532

533

534

535

536

537

538

539

540

5４１

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

図版番号

555

556

５５７

558

559

560

5６１

562

図版番号

563

564

565

566

567

568

569

570

5７１

572

573

図版番号

574

575

576

577

578

579

580

5８１

582

583

584

６ 遺物一覧表（木製品）④

登録番号 出土地点
種別

(大分類）
器形

(小分類）
細分類

長さ

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 5．１

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ２ ７

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ５ ５

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ５ ５

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ６ ６

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ８ ７

２井戸一括 ２号井戸 加工木 木っ端 １ ６

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ３ ５

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ３ ９

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ４ ４

６井戸一括 ６号井戸 加工木 木っ端 １ ８

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 1０．２

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 1３．９

２井戸一括 ２号井戸 加工木 木っ端 6.2

２井戸２段目一括 ２号井戸２段目 加工木 木っ端 ４．１

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 3.2

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ４．７

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 1１．９

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 [3.9］

４井戸一括 ４号井戸 加工木 木っ端 ３ ２

２井戸５段目一括 ２号井戸５段目 加工木 木っ端 ７ ８

４井戸一括 ４号井戸 加工木 木っ端 ５ ４

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ９ ３

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ５ ８

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ７ ０

３井戸一括 ３号井戸 加工木 木っ端 ５ ７

２井戸３段目一括 ２号井戸３段目 加工木 木っ端 [５ 3］

２井戸３段目一括 ２号井戸３段目 加工木 木っ端 1３．１

２井戸３段目一括 ２号井戸３段目 加工木 木っ端 ４．６

３溝杭1６ ３号溝状遺構 加工木 杭 [28.9］

３井戸一括 ３号井戸 加工木 杭 [2３ 9」

３溝杭1０ ３号溝状 遺構 加工木 杭 4３ ５

３溝杭3２ ３号溝状 遺構 加工木 杭 3５ ７

３溝杭2９ ３号溝状 宣構 加工木 杭 2８ ２

３溝杭2１ ３号溝状 質構 加工木 杭 3８ １

７溝一括 ７号溝状 画構 加工木 杭 4０ ８

７溝一括 ７号溝状 世構 加工木 杭 3０ ２

７溝一括 ７号溝状 固構 加工木 杭 ４１ ８

９溝一括 ９号溝状遺構 加工木 杭 ５１ ３

３井戸一括 ３号井戸 加工木 筒 1７ ７

３井戸一括 ３号井戸 加工木 筒 2０ ８

４井戸一括 ４号井戸 加工木 胴木 1１０．０

４井戸一括 ４号井戸 加工木 胴木 109.5

２井戸一括 ２号井戸 住関係 零 [30.6］

２井戸一括 ２号井戸 住関係 籍 [19.7］

2井戸４段目一括 ２号井戸４段目 住関係 縄

７遺物一覧表（金属製品く煙管〉）

登録番号 出土地 穂別 法髄(c､）

２井戸一括 ２号井戸 煙管雁首 長6.7 k皿径1.6 接合部径0.9

２井戸一括 ２号井戸 煙管雁首 長５ ９ k皿径１ ６ 接合部径０ ９

２井戸５段目一括 ２号井戸５段目 煙管雁首 長６ ０ k皿径１ ５ 接合部径1０

２土Ｉ ２号土坑 煙管雁首 長５ ０ k皿径１ ４ 接合部径０ ９

４溝456 ４号溝状遺構 煙管雁首 長６ ９ k皿径１ ４ 接合部径１ ０

２井戸一括 ２号井戸 煙管吸口 長６ ３ 吸口径０ ３ 接合部径０ ９

２井戸一括 ２号井戸 煙管吸口 長７ ７ 吸口径０ ４ 接合部径１ ０

４溝一括 ４号溝状遺構 煙管吸口 長７ ５ 吸口径０ ５ 接合部径１ ０

(金属製品く銅・鉄製品〉）

登録番号 出土地点 種別 法盆(c､）

８溝１ ８号溝状遺構 小柄 長8.6 幅１．３

４溝443 ４号溝状遺構 鉄釘 長15.7 頭部幅1.1

２井戸一括 ２号井戸 鉄釘 長1０．１ 頭部幅１ ２

５土一括 5号土坑 鉄釘 長[8.2］ 頭部幅１ ６

５土一括 5号土坑 鉄釘 長[5.6］ 頭部幅１ ４

６士一括 ６号土坑 鉄釘 長[3.6］ 頭部幅１ １

5溝９ 5号溝状遺構 鎌 長[13.9］ 幅[4.7］

４溝436 ４号溝状遺構 不明 長1.9 幅０ ８

２土２ 2号土坑 不明 長[8.5］ 幅０ ８

４溝478 ４号溝状遺構 不明 長[１０．０］ 幅０ ９

7溝６ ７号溝状遺構 不明 長[6.7］ 幅[３ 3］

表（金属製品 く銭貨〉）

登録番号 出土地点 名称 種別 背文 初鋳年代 西暦

2井戸一括 ２号井戸 天聖元宝 渡来銭 なし 天聖元年 1０２３

２井戸一括 ２号井戸 寛永 菌宝３期 新寛永 なし 元禄１０年 1６９７

４溝466 ４号溝状遺構 寛永 菌宝３期 新寛永 なし 元禄１０年 1６９７

４溝329 ４号溝状遺構 寛永 菌宝四文銭 新寛永 21波 明和5年 1７６８

5井戸一括 ５号井戸 寛永 菌宝四文銭 新寛永 11波 明和6年 1７６９

４溝329 ４号溝状遺構 寛永 菌宝四文銭 新寛永 11波 明和6年 1７６９

４溝329 ４号溝状遺構 寛永 菌宝四文銭 新寛永 11波 明和6年 1７６９

４溝329 4号溝状遺構 寛永 菌宝四文銭 新寛永 11波 明和6年 1７６９

４溝329 ４号溝状遺構 寛永通宝四文銭 新寛永 11波 明和6年 1７６９

表採 表採 一銭 大正7年 1９１８

表採 表採 一銭 大正１０年 1９２１

1９

萱(c､)[現存値](推定値）

最大幅

[10.6］

1１．５

1０．３

9．１

[８ 8］

８ ３

[６ 8］

７ ７

[６ 6］

５ ７

５ ２

４ ８

３ ９

３ ３

３ ６

３ ２

２ ９

２ ６

２ ５

１ ５

１ ７

２ ３

1 ２

４ ８

４ ２

1０．８

[4.4］

４ ９

５ ８

２ ０

２ ９

３ ４

４ ０

３ ７

４ ５

３ ８

４ ０

５ １

４ ２

３ ９

４ ５

６ ５

７ ８

[20.9］

[12.5］

[Ｌｌ］

高2.2

高２ ２

高’ ８

高２ １

高’ ５

厚0.5

厚０ ７

厚０ ６

厚１ ４

厚１ ２

厚０ ６

厚[０ 9］

厚０ ５

厚０ １

厚０ １

厚[０ l］

最大厚

1．２

I

１

０

１

０

１

０

１

１

１

１

４

２

１

０

２

２

０

1

０

０

１

３

３

０

１

１

１

ワ
ー

１

３

４

３

４

３

３

４

４

０

０

６

７

[２

[２

[１

２

５

９

１

９

３

６

２

Ｉ

０

０

５

０

１

７

１

０

４

０

８

７

０

８

０

８

０

０

４

５

７

５

１

６

５

９

８

６

３

５

６

３

６

4］

3］

O］

重斌(9) 材質

1０．６８ 真鋪

９ ０５ 真鋪

６ 6３ 真鋪

７ 3９ 銅

1２ 7９ 銅

６ 1２ 真鐘

６ 2６ 真録

６ 2７ 銅

重量(９）
1４．５１

２１ 9０

1０ ６１

1０ 9６

６ 7４

２ 8５

2000０

１ 6４

３ 6１

３ 1７

５ 9６

樹種同定
分析番号

8３

101

1０２

1００

9７

製作年代

1800～

1800～

1800～

１８００～

１８００～

1800～

１８００～

1800～

材質

銅

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

銅

銅

銅

銅

備考

焼成痕

焼成痕

焼成痕

焼成痕

竹製

竹製

転用材

転用材

備考

沈線文様

備考

掻折釘

平頭釘

掻折釘

掻折釘

平頭釘

鋳造地
法杜(m､)[現存値］

外径 穴径
重量(9) 備考

北宋 2４ ７ 2．３５ 築書
2４ ７ ２ 9７ 享保11年(1726）京都七条？
2４ ６ ２ 6６ 元文4年(1739)白目中字？

2６ ６ ４ 7７

2８ ７ ４ 4６

2７ ７ ４ 5３

2７ ７ ４ 6７

2７ ７ ３ 2９

[23］ ７ ３ 2２ 欠損

2３ ３ 6１

2３ ３ 2９



第Ⅳ章自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

甲府城下町遺跡は、山梨県甲府市に所在し、相川左岸の扇状地上に位置している。甲府城下町は、甲府城跡があ

る一条小山を境に、武田氏が築いた上府中（古府中）と近世に築かれた下府中（新府中）に分けられる。甲府城下

町遺跡（日向町遺跡第２地点）で実施された発掘調査では、主に18世紀中葉から幕末までと考えられる井戸跡や溝

などが検出されている。また、これら遺構からは、陶磁器やかわらけ、廃棄されたと考えられる部材や木製品、動

植物遺体などの生活残津が多量に出土している。

本報告では、上記した井戸跡や溝から出土した建築部材や木製品、動植物遺体を対象に自然科学分析を実施し、

当時の動植物利用に関する資料を作成する。

第１節１節木材利用

第１項試料

試料は、井戸部材22点や溝跡に伴う杭材３点、さらに、井戸跡内から出士した木製品を主体とする木材78点

の計103点（試料番号l～103）である。

これら試料の中には、２点以上の部材で構成されている製品が含まれる。これらについては、各部材を対象

として試料採取を実施した。また、発掘調査時に一括で採取された試料については、無作為に複数試料を採取

した。したがって、最終的な採取試料数は、計116点である。なお、試料を複数点数採取した場合には、アル

ファベットを付し、枝番号で表記している。分析試料は、上記した課題目的を考慮して81点を選択し、樹種同

定を実施する。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表Ⅳ－１に記する。

第２項方法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し、ガ

ム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラー

トを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

第３項結果

結果を表Ⅳ－１に示す。井戸部材や溝跡に伴う杭材、井戸跡内から出土した木製品は、針葉樹６種類（カラ

マツ・マツ属複維管束亜属・モミ属・ツガ属・スギ・ヒノキ）と広葉樹６種類（ブナ属・コナラ属コナラ亜属

コナラ節・カツラ・イスノキ・サクラ属・トネリコ属）に同定された。以下に、各種類の主な解剖学的特徴を

記す。

･カラマツ（Larixkaempferi（Lamb.）Carriere）マツ科カラマツ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平樹脂道が認められ

る。傷害樹脂道が認められる試料がある。放射柔組織の細胞壁は滑らかで、じゆず状末端壁が認められる。

分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で、１分野に３～５個。放射組織は単列、１～20細胞高。

･マツ属複維管束亜属（Pinussubgen・Diploxylon）マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道及び水平樹脂道

が認められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は

単列、１～15細胞高。

･モミ属（Abies）マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は狭い。樹脂道および樹脂細胞は認め

られない。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は粗く、じゆず状末端壁が認められる。分野壁孔は

スギ型で１分野に１～４個。放射組織は単列、１～20細胞高。

･ツガ属（Tsuga）マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は広い。樹脂細胞が認められるが樹脂道は認めら

れない。放射組織は仮道管と柔細胞で構成され、柔細胞壁は滑らかで、じゆず状末端壁が認められる。分野

壁孔はヒノキ型で、１分野に１～４個。放射組織は単列、１～20細胞高。

2０



Ⅳ－１ 樹種同定結果

試料番号 図版番号 遺構名 採取地点名
１ ２号井戸 １段
２ ２号井戸 １段

４ ２号井戸 ２段

５ ２号井戸 ２段

７ ２号井戸 ３段

８ ２号井戸 ３段．

１０ ２号井戸 ４段

1１ ２号井戸 ４段

１３ ２号井戸 5段

1４ ２号井戸 5段

1６ ２号井戸 ６段

1７ ２号井戸 ６段

3４７－２

１９
347-1

348‐２
３号井戸

347‐１

2０ 395 ３号井戸
２１ 360 ３号井戸

358

2２ 353 ３号井戸

364

2３ 357 ３号井戸
2４ 359 ３号井戸
2５ 368 ３号井戸
2６ 356 ３号井戸

2７ 355 ２号井戸

2８ 356 ２号井戸 ５段目

2９ 355 ２号井戸 ５段目

3０ 3５１ ２号井戸

2８１

３１
289

３１８
３号井戸

302

3２ ２号井戸
一括

4２ 343 ３号井戸

4３ 378 ３号井戸

4４ 3４１ ３号井戸

4５ 4８１ ３号井戸
4６ 4３１ ３号井戸
4７ 464 ３号井戸
4８ 344 ３号誹 二戸

5０ 433 ･３号ヂ 二戸

５１ 390 3号誹二戸

5２ 400 ３号誹ﾆﾉｺ

5３ 442 3号チ二戸

5４ 438 3号誹二戸

5５ 393 3号チ二戸

5６ 352 ３号ヅ二戸

5７ 407 3号ヂ二戸

6０ 460 3号ぅj：二戸

6２ 4０１ ３号ヂ二戸

6５

6６
470

３号チ二戸

３号井戸

6８ 484 ３号井戸

7４ 449 3号井戸

7５ 444 ３号井戸

7６ 445 ３号井戸

7７ 466 ３号井戸

7８ 458 ３号ヂ 二戸

8０ 345 ６号井戸

8１ 402 ３号井戸
8３ 5１１ ３号井戸
8４ 477 ３号井戸
8５ 342 ６号井戸

8８ 4５１ ６号井戸

8９ 3７１ ３号井戸

9０ 474 ３号井戸

9２ 432 ３号井戸
9３ 495 ２号井戸 桶内５段目
9４ 479 ６号井戸

9５ 397 ６号井戸
9６ 4０５ ６号井戸

9７ 550 ４号井戸
9８ 493 ６号井戸
9９ 494 ６号井戸 桶内

lOO 543 ３号溝 No.２１

lＯｌ 540 ３号溝 No.１０

1０２ 542 ３号溝 No.２９

1０３ 346 ２号井戸 3段目

枝番 器種

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板）犬）

井戸枠（板》犬）

井戸枠（板状）

井戸枠（板状）

井戸枠（板状）

井戸枠（板状）
Ａ 下駄
Ｂ 下駄
Ｃ 下駄
， 下駄

刃鞘

桶底板
Ａ 樽蓋
Ｂ 栓
Ｃ 桶底板

樽蓋

桶底；反

Ａ 桶底；仮

井戸Ｉ蒲（底板）
Ａ 井戸〕蒲（底板）
Ｂ 井戸；開（側）

井戸；蒲（側）

井戸；開（側）

柄？
Ａ 箸
Ｂ 箸
Ｃ 箸
， 箸
Ａ 箸
Ｂ 箸

膳？

曲物

膳

加工木

不明製品

加工木

膳？

不明製品

箆

模状

加工木

加工木

人形

箱

模状

加工木

模状

加工木

加工木

加工木

加工木

加工木

加工木

加工木

加工木

膳？

模状

木っ端

加工木

膳？

加工木

曲物

加工木

不明製品

加工木

加工木

模状

模状

胴木

加工木

加工木

杭

杭

杭

櫛
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樹種
ヒノキ

ヒノキ 、

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

サクラ属

サクラ属

サクラ属

サクラ属

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ツガ属
ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ツガ属

モミ属

カツラ

ツガ属

モミ属

モミ属

カラマツ

ヒノキ

ヒノキ

ツガ属

モミ属

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ツガ属

スギ

ツガ属

モミ属

ツガ属

モミ属

コナラ属コナラ亜属コナラ節

ブナ属

ブナ属

モミ属

ヒノキ

ツガ属

コナラ属コナラ亜属コナラ節

カラマツ

ツガ属

ツガ属

カラマツ

スギ

モミ属

ツガ属

モミ属

マツ属複維管束亜属

モミ属

トネリコ属

ヒノキ

ツガ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属
イスノキ



･スギ（Cryptomeriajaponica（Ｌｆ.）Ｄ・Don）スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔はスギ型で、１分野に２

～４個。放射組織は単列、１～15細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparisobtusa（Sieb，ｅｔＺｕｃｃ.）Endlcher）ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近認め

られる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、１分野

に１～３個。放射組織は単列、１～15細胞高。

･ブナ属（Fagus）ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に２～３個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分

布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は同’性～

異‘性Ⅲ型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

･コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercussubgen・Lepidobalanussect・Prinus）ブナ科

環孔材で、孔圏部は１～２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管

は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１～20細胞高のものと複合放射組織と

がある。

･カツラ（CercidiphyllumjaponicumSieb・ｅｔＺｕｃｃ.）カツラ科

散孔材で、管孔はほぼ単独で、まれに２～３個が複合して散在し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管の分布密度は高い。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性Ⅱ型、１～２細胞幅、１～30細胞高。

･イスノキ（DistyliumracemosumSiebetZucc.）マンサク科イスノキ属

散孔材で、道管は横断面で多角形、ほとんど単独で散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は階段

穿孔を有する。放射組織は異‘性Ⅱ型、１～３細胞幅、１～20細胞高。柔細胞は接線状または帯状で、放射方

向にほぼ等間隔で配列する。

･サクラ属（Prunus）バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または２～８個が複合、晩材部へ向かって管

径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められ

る。放射組織は異‘性Ⅲ型、１～３細胞幅、１～30細胞高。

・トネリコ属（Fraxinus）モクセイ科

環孔材で、孔圏部は２～３列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道管壁は厚く、横断面では円

形～楕円形、単独または２個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列

する。放射組織は同性、１～３細胞幅、１～40細胞高。

第４項考察

樹種同定を行った木材は、井戸枠や井戸桶などの部材や溝跡に伴う杭材、さらに、箸、漆器、櫛、下駄、等

の調度品と考えられる木製品、この他に、加工木、木っ端等に分類される。これら木材の樹種同定の結果、針

葉樹・広葉樹各６種類の計12種類が認められた。全体を見ると、針葉樹の利用が70点と約９割を占め、とくに

ヒノキの利用が目立つ。

ヒノキの利用は、井戸枠や井戸桶、桶底板、曲物、箸、箆、人形、刃鞘、不明製品などに認められ、スギ、

ツガ属、モミ属の利用は僅かに認められるのみである。とくに井戸枠は、分析を実施した全点がヒノキであっ

た。ヒノキは、木理が通直で加工が容易であり、耐水性や防虫性に優れた材質を有する種類であり、使用部位

や木材の材質を考慮した結果を反映している可能性がある。

一方、模状、杭も、針葉樹の利用が優占する傾向が認められる。ただし、これらにはヒノキの利用が認めら

れない。これら木製品の樹種構成をみると、模状ではツガ属が多く、杭材では複維管束亜属が多い。ツガ属は

比較的強度の高い材質を有する種類であり、この他に模状に認められた広葉樹のコナラ節やトネリコ属も重硬

で強度が高い種類である。なお、ここで模状としている木製品は、形態的な特徴から模と想定されるものであ

る。これらが模であった場合、使用時の打撃に耐える木材として強度の高い木材を意図した選択が行われてい

る可能’性がある。また、マツ属複維管束亜属は、松脂を多く含み、耐水性が高いことから、杭材として利用さ

れた可能性がある。

下駄は、中央部で分割された２個の部材で構成されており、１９Ａ・l9Bとl9C・l9Dの２個体ある。樹種は全て
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Ⅳ－２用途別種類構成

2３

はツゲに次ぐ良材とされる。遺跡からの出土例も多く、これまでの統計資料（島地・伊東，１９８８；伊東，

1990；伊東・久保，2002）によれば、ツゲよりも出土点数が多い。また、明治45年に編纂された「木材ノエ雲

的利用」（農商務省山林局，1912）によれば、櫛としてはツゲを第一とするが、昔（江戸時代後期頃か）はツ

ゲが島の産物ということで屋敷向けにはツゲが嫌われ、イスノキの櫛のみを使用したとされる。このことは、

遺跡からイスノキの櫛が多く出土する要因となっている可能性がある。

加工木、木っ端には、多くの樹種が認められる。これらは、遺跡内で木材加工が行われた際の未製品や残津

と考えられ、遺跡内における木材利用を推定するうえで重要である。また、これらの試料からは、今回分析を

行った木製品に認められなかったカラマツ・ブナ属などの樹種も認められている。これらの種類が、どのよう

に利用されていたかは、今後の課題である。

本遺跡では、今回分析対象とした試料を含め大量の木製品が出土している。山梨県内では、当該期の木材利

用に関しては、鰍沢町の鰍沢河岸跡で実施した分析例等があるが、分析調査例は少ない。そのため、今後も同

様な分析調査を継続的に実施し、資料を蓄積してゆく必要がある。

第２節漆器製作技術の検証

第１項試料

試料は、樹種同定試料とした漆器５点（試料番号33A、３３B、３４，３６，３９）である。このうち、試料番号33A、

３３B、３４，３６の４点は椀、試料番号39は箱などの板状の部材である。

なお、椀４点のうち、試料番号33Bを除く３点は、椀内外面で漆の色が異なることから各面から漆片を採取

している。したがって、漆薄片作製・鑑定を行う漆片は、計８点である。

第２項方法

各漆片を合成樹脂で包埋し、樹脂を固化させる。漆片の断面が出るようにダイヤモンドカッターで切断し、

表面を研磨する。スライドガラスに接着後、反対側も切断し、厚さが0.03～0.05mm程度になるまで研磨し、仕

上げの表面研磨を施してプレパラートとする。

プレパラートは、生物顕微鏡、落射蛍光顕微鏡、反射顕微鏡、偏光顕微鏡を用いて観察する。

サクラ属であり、これらはセットの可

能性がある。

下駄に関する分析調査は、これまでに

も各地で実施されており、様々な樹種

が確認されている（島地・伊東，

1988；伊東，１９９０；伊東・久保，

2002）。サクラ属の使用例は見られる

が、下駄に使用される樹種の中では確

認例は少ない。また、分析対象となっ

た下駄は、そのほとんどが一木の連歯

下駄や台と歯を別材とする差歯下駄で

あり、今回のような組合せ式の下駄の

分析調査例は少ない。そのため、現時

点では組合せ式の下駄の木材利用につ

いて、サクラ属の利用が一般的であっ

たかは、さらに資料を蓄積し評価する

必要がある。

櫛は、常緑広葉樹のイスノキであっ

た。イスノキは、暖温帯常緑広葉樹林

の構成種であり、現在の山梨県には自

生していない。このことから、他地域

で製作された櫛が本地域にもたらされ

た可能性がある。イスノキは、重硬で

徴密な材質を有しており、櫛材として

はツゲに次ぐ良材とされる。遺跡から’
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計

井戸枠 1２ 1２

井戸桶（側） １ ２ ３

井戸桶（底） １ １ ２

桶柄？ １ １

桶底板 ４ ４

樽蓋 ２ ２

栓 １ １

曲物 １ １ ２

箸 ６ ６

箱 １

膳？ １ ３ １ ５

箆 １ １

下駄 ４ ４

櫛 １ １

人形 １

刃鞘 １ １

胴木 １

模状 Ｉ ３ １ １ ６

杭 ３ ３

不明製品 １ １ １ ３

加工木 １ １ ７ ５ １ ２ ２ １ 2０

木っ端 １ １

合計 ３ ４ 1０ 1３ ６ 3４ ２ ２ １ １ ４ １ ８１



Ⅳ－３漆断面観察結果

試料番号 図版番号 器種 樹種 面 色 下地 漆層

33Ａ

268

漆器椀 トチノキ
外

内

黒

赤

柿渋十油煙

柿渋十油煙

透明漆

ベンガラ＋漆

33Ｂ 漆器椀 トチノキ 外 黒 柿渋十油煙？ 透明漆

3４ 269 漆器椀 トチノキ
外 赤 柿渋十油煙 ベンガラ＋漆

内 赤 柿渋十油煙 ベンガラ＋漆

3６ 270 漆器椀 トチノキ
外

内

黒

赤

柿渋十油煙

柿渋十油煙

透明漆

ベンガラ＋漆

3９ 漆器・黒 ヒノキ 内 黒 油煙十漆？

第３項結果

結果を表Ⅳ－３に示す。漆は、肉眼

観察の結果、黒色漆と赤色漆の２種類

に大別される。試料番号33A、３３B、３６

の黒色漆は、いずれも黒色粒子を含む

下地層の上に透明漆が１層塗布された

ものである。下地層の黒色粒子は非常

に微粒であり、炭粉に見られるような

繊維組織は見られない。偏光顕微鏡お

よび反射顕微鏡による観察では、金属ｆよび反射顕微鏡による観察では、金属反応は認められない。このことから、黒色微粒子は油煙と考えられる。

また、下地層の表面にはクラックが多く認められる。この特徴は、柿渋を用いた時によくみられることから、

下地層は柿渋に油煙を混ぜたものと考えられる。一方、赤色漆は、いずれも黒色の下地層の上に赤色粒子を含

む漆層が１層塗布されている。赤色粒子は、いずれも赤鉄鉱であり、いわゆるベンガラを混和した赤漆と考え

られる。試料番号39は、木地の上に黒色不透明の層が１層塗布されている。状況から、漆に油煙を混ぜた可能

‘性があるが、下地層であるか漆層であるかは不明である。

第４項考察

漆器椀は、試料番号34は椀内外面とも肉眼観察では赤色を呈するが、試料番号３３，３６，３９の漆器椀は外面が

黒色、内面が赤色となる。黒色および赤色の漆塗布工程は、いずれの漆器椀でも同様であった。

黒色漆は、柿渋に油煙を混ぜた上に透明漆を１層塗布し、透明漆を通して下地を見せることにより表面が黒

色を呈する。炭粉下地を施した漆器では、同様の技法がしばしば見られる。岡田（1995）は、この技法につい

て、炭粉だけで十分に黒く、あえて黒色顔料を混和した漆層を塗布する必要がないこと、工程を簡略化し、さ

らに外見的に同様の効果が期待できること等を指摘している。今回の漆器についても、炭粉か油煙かの違いは

あるものの、技法は同様と考えられる。

赤色漆は、いずれもベンガラを混ぜたものである。日本で利用される主な赤色顔料としては、ベンガラと水

銀朱がある。水銀朱は水銀鉱床に伴って産出するために産地が限られる（市毛，1998）。一方、ベンガラは赤

鉄鉱の他にも様々な鉄鉱物が利用され、鉄バクテリアによって生成される赤色沈殿物等も利用されていたこと

が明らかとなっている（本田，１９９７；織幡・沢田，1997）。そのため、水銀朱と比較すると、ベンガラの方が

容易に利用できる状況であったと考えられる。また、近世では、江戸幕府により水銀朱の流通が厳しく管理さ

れており、そうしたこともベンガラが多く利用されていた背景と考えられる。

第３節繊維の材質

第１項試料

試料は、２号井戸跡内から出土した縄１点（554）および帯２点（552.553）、３号井戸跡内から出土した

布１片、４号井戸跡内から出土した縄１点の合計５点である。縄と布片については端部を切断し、篇について

は毛を数本抜き取り試料とし、薄片・作製鑑定を実施する。

第２項方法

試料を合成樹脂で包埋し、樹脂を固化させる。試料断面が出るようにダイヤモンドカッターで切断し、表面

を研磨する。スライドガラスに接着後、反対側も切断し、厚さが0.03～0.05mm程度になるまで研磨し、仕上げ

の表面研磨を施してプレパラートとする。

プレパラートは、生物顕微鏡および落射蛍光顕微鏡を用いて観察する。

第３項結果

以下に、試料別の観察結果を記載する。

・縄

縄は、２号井戸跡内４段目および４号井戸跡内から出土した２試料ある。顕微鏡観察の結果、２試料とも

同様の特徴を示す。これらは、少なくとも20本以上の細い繊維の束から成り、繊維を構成する細胞の特徴か

ら植物由来であることが判断できる。ただし、今回の観察ではこれら植物の種類の同定には至らず、また、
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繊維そのものの単位が明瞭でないことから断面形態および径も不明である。

･布片

布片は、３号井戸跡内から１点である。糸を格子状に編んだ布であり、糸は１００本以上を撚っていると考

えられる。これら繊維の径は非常に細くいずれもｌＯｌｕｍ以下であり、繊維の正確な本数は計測できない。布

目（1992）を参考にすると、絹に似るが、保存状態が良好でないため断定はできない。

･篇

大・小の毛２点がある。径は、大が長径約280,ｕｍ、短径約l20lum、小が長径約l80lum、短径約lOOjumとな

る。いずれも横断面で多数の繊維細胞が集まっている様子が見られるが、外周の組織に破損した組織が見ら

れないことから、大きなものから裂いて作ったものではないことがわかる。繊維の特徴から植物であり、軸

方向組織は繊維細胞のみで構成され、通導組織（道管など）は認められない。径が異なるが、組織の特徴か

ら同一種の可能性があるが、種類の同定には至らなかった。

第４項考察

縄は植物由来であり、いずれも同じ種類を用いたことが推定された。このような縄に用いる植物としては、

イネ、ヨシ、タケ類等のイネ科植物や、木本類ではヒノキ、マツ、シナノキ等が利用される。ただし、今回の

試料は上記のいずれとも組織が一致しなかったことから、種類は不明である。

布片は、細い糸を格子状に編んだものであり、糸を構成する繊維は径１０〃ｍ以下であり、少なくとも１００本以

上が束ねられている。組織断面の特徴から絹の可能性が高いが、断定には至らなかった。

帯の毛は、微細な植物繊維を用いている。農商務省山林局（1912）によれば、帯の毛に利用される植物とし

てはシダやシュロが挙げられている。今回の繊維は、シュロの繊維に似るが、繊維細胞のみで特徴に乏しく、

種類の同定には至らなかった。

第４節種実遺体からみた植物利用

第１項試料

試料は、２号井戸跡および４号井戸跡内から出土した種実遺体７試料（試料番号１～６，１４）である。なお、

各試料中には複数個体の種実遺体が認められており、各試料に認められる種類や数量は、結果と共に表Ⅳ－４

に記す。

第２項方法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実遺体の形態的特徴と当社所有の現生標本との比較から種類を同定す

る。同定後の種実遺体等は種類毎にピン詰めをおこない、乾燥した試料は乾燥剤を共に入れて保存する。水湿

を帯びた試料は、５０％程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施す。

第３項結果

結果を表Ⅳ－４に示す。種実遺体の状態は比較的良好である。木本９種類（針葉樹のカヤ、スギ、広葉樹の

オニグルミ、ヒメグルミ、アンズ、ウメ、モモ、サクラ属、センダン）、草本４種類（メロン類、トウガン、

ヒョウタン類、ニホンカボチヤ近似種）の種実が同定される。この他に、広葉樹の葉片、炭化材、魚の鱗、二

枚貝、土器片なども検出される。以下に、同定された種実遺体の形態的特徴などを、木本、草本の順に記す。

く木本＞

・カヤ（TorreyanuciferaSiehetZucc.）イチイ科カヤ属

種子破片が同定された。灰褐色、倒卵体で両端は尖る。完形ならば長さ20-25ｍ、径13-151nm程度か。種皮

は硬く骨質で、表面にはlO数本の浅い縦溝が走る。

・スギ（Cryptomeriajaponica（しｆ），.）スギ科スギ属

球果が同定された。かなり磨耗しており状態が悪い。茶褐色、木質で球形。径20ｍ程度。状態が良ければ、

上縁に４～６個の歯牙をもつ模形の種鱗が螺旋状に配列する。

・オニグルミ（JuglansInandshuricaMaxim・subspSieboldiana（Maxim.）Kitamura）クルミ科クルミ属

核破片が同定された。茶褐色、完形ならば広卵形で、先端部分がやや尖る。長さ31mm、幅22.5mm程度。明

瞭な縦の縫合線があり、縫合線に沿って半分に割れている。表面は溝状の浅い彫紋が縦方向に走り、ごつど
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2６

注）＋は細片のため個体推定が困難であることを示す

注）数字十は数字以上の個体推定が推定されることを示す

・ブナ科（Fagaceae）

果実破片が同定された。表面は平滑で、ごく浅く微細な縦筋がある。上述のクリの他に、コナラ属やシイ

属も同様の果実表面形態を持つため、ブナ科にとどめた。

・アンズ（PrunusArmeniacaL.）バラ科サクラ属

核（内果皮）の完形、破片が同定された。茶褐色、レンズ状の広楕円形。長さ20-25ｍ、幅18-22mm、厚さ

１５mm程度。先端は鈍端、基部は切形で中央部に湾入した膳がある。一方の側面に縫合線が発達し、縫合線に

沿って半分に割れた個体や、縫合線上に醤歯類（ネズミなど）によると考えられる食害痕がみられる。内果

皮は厚く硬く、表面には浅く微細な凹点が網目模様をなし、ざらつく。

・ウメ（PrunusMume（Sieb.）Sieb、ｅｔＺｕｃｃ.）バラ科サクラ属

核（内果皮）の完形、破片が同定された。茶褐色、レンズ状の広楕円形。長さ18-22mm、幅13-16mm、厚さ

１３mm程度。先端はやや尖り、基部は切形で中央部に湾入した膳がある。一方の側面に縫合線が発達し、縫合

線に沿って半分に割れた個体や、縫合線上に蓄歯類（ネズミなど）によると考えられる食害痕がみられる。

内果皮は厚く硬く、表面には円形の小凹点が分布する。

・モモ（PrunusparsicaBatsch）バラ科サクラ属

核（内果皮）の完形、破片が同定された。茶褐色、広楕円形でやや偏平。先端部はやや尖り、基部は切形

で中央部に湾入した膳がある。長さ25～30mm、幅19～24mm、厚さ１４～18.5mm程度。一方の側面に縫合線が発

達し、縫合線に沿って半分に割れた個体や、縫合線上に畜歯類（ネズミなど）によると考えられる食害痕が

つしている。内部には隔壁と子葉が入る２つの大きな窪みがあり、表面は平滑。

・ヒメグルミ（JuglansmandshuricaMaximsubsp、Sieboldiana（Maxim.）Kitamuravar・cordiformis

（Makino）Kitamura））クルミ科クルミ属

核破片が同定された。灰褐色、心形でやや偏平。先端は尖る。明瞭な縦の縫合線があり、縫合線に沿って

半分に割れている。長さ30mm、幅26ｍ程度。核表面はオニグルミに比べ平滑で、正中線上に浅い凹部がある。

なお、細片のため上述のオニグルミとの区別が困難である個体は、クルミ属（Juglans）にとどめた。

・クリ（CastaneacrenataSieb、ｅｔＺｕｃｃ.）ブナ科クリ属

果実破片が同定された。灰褐色。完形ならば三角状広卵形、一側面は偏平で反対面はわずかに丸みがある。

大きな破片で１９mm程度。果皮表面は平滑で、ごく浅く微細な縦筋がある。内面には内果皮（いわゆる渋皮）

がある。着点は灰褐色で基部の全面を占め、ざらつく。基部に着点の一部が残る点を同定根拠とした。

Ⅳ－４種実遺体同定結果
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みられる。内果皮は厚く硬く、表面は縦に流れる不規則な線状の窪みがあり、全体として粗いしわ状に見え

る。状態が悪いため前述のアンズ、ウメとの区別が不可能であった個体をサクラ属（Prunus）にとどめた。
･センダン（MeliaAzedarachLvar・subtripinnataMiquel）センダン科センダン属

核が同定された。灰褐色、楕円体で上面観星形。長さ１０mm、径8mm程度。浅く広い５～６個の縦溝と縦隆

条が交互に配列する。内部は５室程度あり、長楕円形で偏平の種子が入る痕跡がみられる。

＜草本＞

・メロン類（CucumismeloL.）ウリ科キュウリ属

種子が同定された。淡灰褐色、狭倒皮針形で偏平。長さ6.5ｍ、幅3mm程度。基部に｢ハ｣の字形の凹みがあ

る。表面は比較的平滑で、縦長の細胞が密に配列する。藤下（1984）の基準によると、本遺跡出土のメロン

類はマクワ・シロウリ型の中粒種子（長さ6.1～8.0ｍ）である。

・トウガン（Benincasahispida（ThunbexMurray）Cogn.）ウリ科トウガン属

種子が同定された。淡灰褐色、倒卵形でやや偏平。長さ１１ｍ、幅7ｍ、厚さ2mm程度。基部は切形で楕円形

の膳がある。種子の背腹両面の全周に縁がある。縁には段差があり、薄くなっている。種皮は厚くやや堅い。
・ヒョウタン類（LagenariasicerariaStandl.）ウリ科ヒョウタン属

種子が同定された。淡灰褐色、倒広皮針形でやや偏平。長さ11ｍ、幅8ｍ、厚さ2.5mm程度。基部は切形で

楕円形の膳がある。両面外縁部に発達する２本の幅広く低い稜は明瞭であるので、完熟の種子である。

･ニホンカボチヤ近似種（CucurbitacfmoschataDuch.）ウリ科カボチャ属

種子が同定された。淡灰褐色、倒卵形で偏平。長さ１１mm、幅7ｍ、厚さ2ｍ程度。種皮は厚くやや堅く、表

面は平滑である。基部には切形の大きな膳がある。背腹両面の全周にある縁は明瞭で、段差があり薄くなっ

ていることから、トウガンとは区別され、カボチャの類に相当すると考えられる。

第４項考察

井戸跡内から出土した種実遺体には合計13種類が認められた。この中には、種実が食用等に利用できる有用

植物が多く含まれており、大陸などから持ち込まれた栽培植物と自生していたと考えられる種類と分類される。

アンズ、ウメ、モモ、メロン類、トウガン、ヒョウタン類、ニホンカボチヤ（今回は近似種）は、渡来した

栽培植物とされる。アンズ、ウメ、モモは、観賞用のほか、果実や核の中にある仁（種子）などが食用、薬用

等に広く利用される。メロン類、トウガンは果実が食用に、ニホンカボチャは果実、種子が食用に、ヒョウタ

ン類は果実が容器などに利用される。

一方、自生する有用植物としては、オニグルミ、ヒメグルミ、クリなどの堅果類が挙げられる。３種類ともア

ク抜きをせずに生食可能であり、長期保存も可能で、収量も多い。そのため、古くから栽培されたり、保護さ

れている種類である。カヤは種子が食用や油採に、センダンは種子が薬用に利用可能である。

今回認められた種実遺体は、遺構からの出土状況から、井戸使用時、あるいは井戸を埋める際に廃棄された

残津と考えられる。したがって、食用等可能な有用植物などは、特に食物残津として廃棄された可能性がある。

また、栽培植物のアンズやモモなどは、長期保存や運搬には向かない種類であり、周辺地域で栽培・収穫され

たものを利用した可能‘性がある。

第５節動物遣存体からみた動物利用

第１項試料

試料は、２号井戸跡および３号井戸跡内から出土した骨・貝などの動物遣存体６試料である。これら６試料

は採取地点別に分けられており、ｌ試料内に複数の骨や貝が認められるものもある。試料の詳細は、結果とと

もに表Ⅳ－５．６に示す。

第２項方法

試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、種類・部位の同定を行う。計測は、デジタルノギ

スを用いて測定する。なお、同定・解析は金子浩昌先生の協力を得ている。

第３項結果

検出された分類群の一覧を表Ⅳ－５に、同定結果を表Ⅳ－６に示す。検出された骨貝類は、貝類１種類（マ
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シジミ）、魚類５種類（タラ類・ボラ・ブリ・カツオ・メバル類）、鳥類１種類（ニワトリ）、１１甫乳類１種類

（ニホンジカ）に同定される。この他に、篭甲の加工品（箸？）も認められる。以下に、各試料の結果および

所見を記す。

Ⅳ－５出土動物分類群一覧
軟体動物門PhylumMollusca

'２号井戸跡（３段目） 二枚貝綱ClassBivalvia

a,魚 類 異 歯 亜 綱 O r derHeterodonta

ボラの左前鯛蓋骨と鱗が検出される。前鯛蓋骨は近マルスダレカイ目OrderVeneroida
シジミ科FamilyCorbiculidae

心部を失っている。鱗は、前記の前鯛蓋骨を持つ個体 マシジミCbr6jcuZaZea"ａ

にほぼ一致するサイズである。この他に種類・部位不脊椎動物門PhylumVertebrata
硬骨魚網ClassOsteichthyse

明の魚骨片が１点検出される。
条鰭亜綱SubclassActinopterygii

b･加工品タラ目OrderGadiformes

善と思われる篭甲破片である。丸みのある端部と、タラ科FamilyGadidae
タラ類Gadidaegen，ｅｔｓｐｉｎｄｅｔ．

細長い中間部があり、斜めに切断される状況が認めら
スズキ目orderPerciformes

れるが、これらは一つものが剥離破損したものであるボラ科FamilyMugilidae
ボラ〃hgjZcepﾉｳajUscep力a〃ｓかは不明である。

アジ科FamilyCarangidae
･２号井戸跡（５段目） ブリ先ｒｉｏｊａ９皿"quez可adiata

a､魚 類サ バ科 Fa milyScombridae
カツオ臆tsuIo"ｕｓｐｅｊａ"ｉｓ

タラ類の右歯骨、ブリの左角骨、カツオの尾椎、メ
カサゴ目OrderScorpaeniformes

バル類の右主上顎骨が検出される。この内、メバル類 フサカサゴ科FamilyScorpaenidae

の右主上顎骨は、遠心端をわずかに欠損する程度であメバル類比capterussp，

り、ほぼ完形である。この他に、種類不明の腹椎．鱗鳥網ClassAves
キジ目OrderGalliformes

や種類・部位不明の魚骨片などが検出される。キジ科FamilyPhasianidae

・２号井戸跡（桶付着しじみ貝）ニワトリ“Zus鐸Zjusvar・ｄｂ"es"ｃｕｓ
ｐ甫乳綱ClassMammalia

検出された貝類は、マシジミである。土形のものと、
ウシ目（偶蹄目）orderArtiodactyla

殻皮だけが残存するもの、殻および殻皮も残らないが シカ科FamilyCervidae

印象のみ残存する土形のもの、などが各１個体検出さニホンジカｃ'ervus"卯o〃

れる。いずれも殻長20.0mm前後と推定される。

・３号井戸跡

ａ､貝類

マシジミである。殻皮と殻の一部がみられる。殻長22.0～25.0mm前後と推定される。

ｂ,ﾛ甫乳類

ニホンジカの左鹿角である。角座部分から第１枝までが残る自然落角と考えられる。全面はかなり風化

し、自然の鹿角面は一部に残るのみで、土壌中に埋没している間の腐食の影響と考えられる。角座部分径

は、60.59×52.37mmを測る。

・３号井戸跡

ａ・鳥類

ニワトリの胸骨片で、胸骨稜の前端部のみが残存する。前端部周縁は腐食のために消失したと考えられ

る。中型のサイズである。

第４項考察

井戸跡内から出土したこれら骨・貝類は、出土状況から種実遺体と同様に、井戸使用時、あるいは井戸を埋

める際に廃棄された残津と考えられ、検出された種類を見ると食物残津の可能'性がある。

シジミ類については殻皮や印象のみが残存する程度であり、マシジミ／ヤマトシジミの区別が困難であった。

ただし、本遺跡が内陸部であることを考慮すると淡水産マシジミとするのが適当と考えられることから、ここ

ではマシジミと同定した。なお、計測値はヤマトシジミを参考としており、今回認められた殻長は約20～25ｍｍ

前後のものが主体であった。この大きさは、近世の遺跡から出士するシジミ類に多くみられ、また、採集され
る貝としては標準的と考えられる。

魚類は、検出された種類はいずれも海産魚であった。また、種類不明とした椎骨もコイやフナ類など淡水魚

ではなく、海産魚に由来すると考えられる。同定されたタラ類・ボラ・ブリ・カツオ・メバル類は、近世遺跡
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から出土例を多くみる。本遺跡は内陸部に位置することから、搬入の可能性があり、海魚に対する関心が高

かったことが窺われる。タラは、検出された個体から推定すると体長35cm以上になると考えられる。一方、カ
ツオ・ブリ・メバル類などは、いずれも小型で体長25cm前後と考えられる。

今回の分析結果、シジミ類や海産魚が認められたが、これらが当時の動物利用全体を反映しているか、今後、
さらに資料を蓄積し評価する必要がある。

なお、３号井戸跡から出土したニホンジカの鹿角は、角幹部と枝部がほぼ同じ高さに切断されている。切断面

が平らで、鋸で切断された切り傷が斜めに付いている。第１枝と幹部を別々 に使う目的があったと考えられる。

Ⅳ－６骨貝類同定結果

料名 種類 部位 左右

２号井戸内 ボラ 前鰐蓋骨 左

３段目 鱗

魚類 不明

加工品 龍甲

２号井戸内 タラ類 歯骨 右

五段目魚骨

ブリ 角骨 左

カツオ 尾椎

メバル類 主上顎骨 右

魚類 腹椎

鱗

不明

２号井戸内 マシジミ 本体

桶付着しじみ貝

マシジミ 本体

３号井戸No.８

ニホンジカ 鹿角 左

３号井戸内 ニワトリ 胸骨

部分 数量

近心部欠 １

３

l＋

管？ ３

１

１

１

ほぼ完形 １

１

破片 １

破片 ２

殻皮 １

土形 １

殻 l＋

殻皮 1１

角座部分～

第１枝基部
１

胸骨稜前端部 １

計測値(m､）

推定全長45.0

近心部高６．２６

推定全長57.0

近心端～遠心端47.0

全長15.33

椎体長7．７４

現長26.17

椎体長5．８７

殻長20±

殻長20±

殻長22.0～25.0±

角座部分径
60.59×５２．３７

備考

鱗は、前鯉蓋骨を持つ個体と

ほぼ一致するサイズ

遠心端をわずかに欠損

内、１点は土塊ごと採取

自然落角,角幹部と枝部は、
ほぼ同じ高さに切断

中型サイズ

第６節古植生復元

第１項試料

試料は、２号井戸跡覆土から採取された土壌試料６点である。これら試料のうち、井戸機能時の’情報を最も

良好に保存されていると考えられる２号井戸底部５段目桶内底部土壌（試料番号６）を対象とし、花粉分析を

実施する。

第２項方法

試料約ｌｏｇについて、水酸化カリウムによる泥化、箭別、重液（臭化亜鉛：比重2.3）よる有機物の分離、

フシ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理による植物遺体中の

セルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパ

ラートを作成し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は

木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現

率を算出し図示する。

第３項結果

結果を表Ⅳ－７．図Ⅳ－８に示す。図表中で複数の種類をハイフオンで結んだものは、種類間の区別が困難

なものを示す。

花粉化石は豊富に産出し、その保存状態も良好である。木本花粉はマツ属複維管束亜属が優占し、コナラ亜

属・ツガ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、アカザ科などが認められる。
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２１９

３２０

６

１３

５５２

第４項考察
Ⅳ－７花粉分析結果

木本類の花粉では、マツ属複維管束亜属が多産する。日本に生育するマツ

属複維管束亜属（いわゆるニヨウマツ類）には、アカマツ、クロマツ、リュ

ウキュウマツの３種類がある。現在の分布や本遺跡の立地などを考慮すると、

今回産出した複維管束亜属はアカマツに由来する可能性が高い。アカマツは

陽樹であり、裸地などの陽地に先駆的に生育し、環境の適応‘性も広い種類で

ある。中～近世では、森林伐採等による二次林の拡大や植林等により複維管

束亜属の花粉が増加することが指摘されている（たとえば波田，1987など）。

試料の堆積年代など検討課題が残るが、井戸跡機能時の堆積物であった場合、

今回認められた花粉化石の組成は都市周辺部での伐採などによる陽地の拡大

や山地・街道・庭園へのマツの植林等に由来する可能‘性がある。

マツ属以外の木本花粉では、コナラ亜属が比較的多く検出される。コナラ

亜属には人里周辺の二次林（雑木林）を構成するクヌギやコナラが含まれる。

クヌギやコナラは薪炭材として優良であり、クヌギやコナラが生育する二次

林は、薪炭林として管理・維持されてきた（平井，1979）。本遺跡北側の山

地南斜面等にクヌギーコナラ群集がみられる（宮脇，1985）ことから、コナ

ラ亜属の花粉は都市周辺部の山林に見られた二次林に由来する可能性がある。

一方、草本類についてみると、イネ科・アカザ科が多く認められる。とく

にイネ科は草本花粉全体の約７割を占め、アカザ科を含めると約９割となる。

イネ科には栽培植物であるイネやムギ、さらに、タケ・ササ類や陽地に生育

する雑草類も多く含まれる。アカザ科は、海岸の砂地等に生育する種類を多

く含むが、山野、道ばた、畑地等に生育する種類も含まれる。イネ科につい

ては、本遺跡周辺での稲作に由来する可能‘性もあるが、他の種類と比較して

イネ科やアカザ科の産出個数が多い。このことから、井戸跡周辺にこれらの

雑草類が生育していた可能性もある。この他の草本類も、道ばた等に生育す

る雑草類を含む種類が多いことから、調査地点周辺に生育する雑草類に由来

すると考えられる。

種類

試料番号 ６

3０

木本花粉

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属（不明）

クルミ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

ニレ属一ケヤキ属

エノキ属一ムクノキ属

ブドウ属

ウコギ科

草本花粉

イネ科

カヤツリグサ科

タデ属

アカザ科

ナデシコ科

キンポウゲ科

ワレモコウ属

バラ科

オミナエシ属

ヨモギ属

キク亜科

タンポポ亜科

不明花粉

シダ類胞子

シダ類胞子

８

１１３

３９

３
２
１
７４

２

229

7１

６

２
１
５
１
－
６
－
３

．
．
’

合計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総計（不明を除く）

Ⅳ-８花粉化石群集

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を
除く数を基数として百分率で算出した。なお、●○は１％未満を示す。

シ
ダ
類
胞
子

不
明
花
粉

草
木
花
粉

木
花
花
粉

Ｅ 己 一 一 一

資
料
番
号
６

マ
ツ
属
（
不
明
）

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

ｌ
ツ
ガ

函」
'．||･'･庫|･'･'･'．F三'｡'･円llolololololol．
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第２ 節 遺 物 について
１．廃棄のあり方について

今回の調査で検出された遺物は､16世紀後半､17世紀後半､18世紀前半､18世紀中葉から幕末の遺物群に大別

され、総破片数2,054点、総重量60,149.229（木製品、自然遺物を除く）である。特に１８世紀中葉以降の遺物

が多く、これは享和３年（1803年）の火災後の片づけ（第５．６号井戸）や幕末期の甲府勤番士の屋敷引払い

（第２～４号井戸、第４号溝状遺構）に伴う廃棄と思われる遺構が存在するためである。本項では廃棄に関す

るデータを比較的良好に得られた第４号溝状遺構を対象として本遺跡における廃棄活動の一端を捉えてみたい。

＜遺構の性格＞既述したように本遺構は、甲府勤番支配時代の武家屋敷地を区画する境界の塀か溝跡として

掘削された可能性が高く、幕末期の甲府勤番士の屋敷引払いの際にごみ捨て場として利用されたと考えられる。

＜遺構の規模＞平面形は南北方向に長い長方形を呈し､北端及び南端は調査区外へ延びており未検出である

が､調査区内では南北約26.7ｍ､東西約２ｍ､確認面からの深さは最大で1ｍを測り、その容量は53.4㎡である。

＜遺物の総量・密度＞遺物の材質は、陶磁器類をはじめ土器、土製品、石製品、金属製品などがあり、総破

片数940点、総重量28202.409（表Ⅲ-10）で、本遺跡における総破片数の46％、総重量の47％の遺物が出土

している。遺物包含密度（遺物総重量を遺構の容量で除する）は528(g/㎡）である。

＜遺物の検出状況＞本遺構の北端及び南端は未検出であるが遺物の平面分布からは、調査地点に遺物が集中

する傾向が捉えられた。また垂直分布からは、遺構が半分程度（第５層以下）埋没した後の覆土上層から一括

して各時期のすべての材質の遺物が出土し（ＰＬ－７～１０）、炭化材の集中出土地点（ＰＬ－６）も確認された。

＜遺物の製作年代＞各材質の中で数量的に最も多く確認された磁器・陶器・土器の製作年代は18世紀中葉～

幕末期であり、屋敷引き払い時期の幕末期に比較的近い時代に製作された製品が多い状況である。また、１８世

紀中葉以降では波佐見系磁器の「くらわんか手」の中碗、小皿、瀬戸・美濃系陶器の小碗、仏花瓶、灯明具、
在地系の火鉢などが確認され、’9世紀以降では婿徳利などの新たな酒器の出現、小碗、土瓶などの煎茶道具の

増大、士鍋、行平など陶器の鍋類の出現など、時期差による器種組成の違いが見られ、時期ごとの生活の変化
に伴い器種組成が組み替えられていく状況が理解される。

以上のように本遺構では、本遺跡の他の遺構に比べ大規模で（遺物総量が多い）積極的な（遺物包含密度が
高い）廃棄が確認された。また磁器・陶器・士器の個体別資料が多く含まれ、これらの器種組成（小・中碗、
小皿・中皿、灯明Ⅲ、焼塩壷、火鉢、七厘、燭徳利、土瓶、土鍋、中碗・土瓶蓋、中雲など）が生活用具をほ
ぼ網羅しており、少なくとも一世帯以上の生活用具がセットで廃棄されている状況が捉えられた（表Ⅳ－３）。
今後、他の遺構（井戸に関わる祭祁の問題など）や周辺の近世遺跡における廃棄のあり方を含めて検討し、

考古学的方法による江戸時代の人々 の生活復元に結びつける分析を行っていきたい。

Ｖ－３４号溝状遺構磁器・陶器・妬器・土器器種組成表

器類

材質

産地

器稲

磁器

肥Ｉ i系 平戸系 瀬戸． 庭濃系

推定

個体数
破片数

推定

個体数
破片数

推進

個体数
破片数

隙

肥＃ii系 瀬戸． 贈濃系

推定

個体数
破片数

推定

個体数
破片敬

器

京・(『 楽系 産地 不明

推定

個体散
破片数

推定

個体数
破片数

妬器

肥Ｉ Ｉ系 堺系 産地不明

推定

個体数
破片散

推定

個体数
破片数

椎

個体数
破片数

土

在１ 泉ク

推崖

個体数
破片数

推定

個体数

ｎ
》
け

{系 産地不明

破片数
推定偶

体散
破片数

合計

椎定個

体敬
破片数

碗類 小坪

小碗

中碗

小～大碗？

紅猪口

薄手酒坪

仏飯器

３

７

９

２

３

１

３

８

8０

２

３

３

1２

1２

1６

1２

1２

9３

２

２

３

４

４

6９ ３ ７ １

２

1７

2２

3４

３

５

０

２

1７

2４

252

３

６

４

皿類 極小皿

小皿

五寸皿

大皿

小～大、？

灯明皿

２

４

２

２

５

2９

４

２

４

1０

２ ４

1３

５ 1８

２ ２

３

４

1２

２

６

６

４

１３

４

5６

１９

鉢類 小鉢

中鉢

大鉢

小～大鉢？

蓋射

橘＄
餌鼎;鉢

練＄
謙
手オL鉢
暁塩篭
閥猪口

iii木鉢

詩炉

火人

火鉢

促炉

七厘

さな

３

２

４

２ ３

７

７

２

1４ ２ 1０

６ 10

４

４

４

1１

０

３

0

５

０

２

２

７

４

１

４

２

2５

７

５

７

７

６

1１

1１

翌類 小翌
中弧

小～中盟？

２ ２

1１

３

２

８

２

５

２

1０

1３

壷類 中懇 ３ ０ ３

瓶類 小瓶

中瓶

小～中瓶？

淵徳利

４ 1６

６ 1７

３ ３

1０

３ 10

４

４
Ｆ

Ｄ

10

４

４

2６

2８

水性類 土瓶 1２ 8６ 1２ 8６

鍋類 培焔

土鍋

行平

鍋

７

１

2７

２

２ 2２ ２

７

２

2２

2７

３

Ｉ

釜類 釜 ２ ２ ２ ２

乗燭類 乗燭
カンテラ

１

器台類 灯明受皿 ２ ４ ３
Ｐ
ひ

蓋類 中碗蓋

蓋物蓋

段砿蓋

焼塩遡蓋
水性蓋

土瓶蓋

土鍋蓋

カンテラ蓋

行平蓋

不明蓋

３ ３

３

４ ４

４ ６

７

１

５

７

３

１

１

７

１

器種不§ 1８ ３ ９ 1２ 1１ ４ 4９ ０ 106

推定個１ §数合計 5１ １ 6３ ２ 2８ １２ 3７ ２ ２ 0 2１ ９ 229

破片数合計 193 168 ４ 156 3５ 174 ３ １０ ４ 5２ 6５ 866









PL1第1-3号井戸

第2号井戸

亙1 +-df#　◎p46 ◎47

69.8
◎49

第1号井戸

279.5.A

基本層序(1 ･2･3-6号井戸検出地点)

4　暗褐色土(地山層)　粘性､しまり強い｡

5　黄褐色土　水分により褐色又は緑色に変色｡

6　緑色砂質粘土　1-10cm大の小磯石を含む｡

7　黒色粘土(水性堆積土)　混入物なし｡

8　暗青灰色砂

9　緑色砂質粘土

10　暗緑灰色砂(透水層)

11暗青灰色砂磯

1井戸

①　暗褐色土

④　暗褐色土

④　暗褐色土

④　暗褐色土

④　明褐色土

④　明褐色土

⑦　暗褐色土

④　暗褐色土

④　暗褐色土

炭化物､焼土を多量に含む｡

炭化物､焼土を多量に含む｡

◎45

下部に1.5cm大の焼土ブロック多量に含む｡

やや砂質｡

やや砂質､こぶし大から人頭大の磯を含む

やや砂質｡

やや粘性あり｡

砂含む｡

⑲　暗黄褐色土　ローム､砂少量含む｡

⑪　暗褐色土

⑫　青灰色砂

⑲　青灰色砂

⑲　青灰色砂

⑮　暗褐色土

⑯　青灰色砂

⑰　青灰色砂

⑲　青灰色砂

⑲　暗褐色土

⑳　青灰色砂

⑪　青灰色砂

㊧　青灰色砂

砂少量含む｡

砂を多量に含む｡

やや砂が粗くなる｡

やや砂が粗くなる｡
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二三
2井戸

1　暗褐色土

2　灰褐色粘土

第3号井戸

巾l-凪V

こぶし大から人頭大の磯を多量に含む｡

28q.6. A

3　暗茶褐色土　ロームブロックを多量に含む｡

4　暗灰褐色土

箸状木製品集中出土範囲

砂層(透水層)

園砂傑層　』二二二∃m

-　41～42　-
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